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　３月29日、行田グリーンアリーナを会場に、本市では初
となるプロバスケットボール（通称bjリーグ）公式戦が行わ
れました。対戦カードは、埼玉を本拠地とする埼玉ブロンコ
ス対東京アパッチ。
　ゲームが始まるやいなや、プロのテクニックやスピード感
あふれるプレーに観客席からは大きな歓声があがり、迫力あ
るダンクシュートが決まると興奮のるつぼと化しました。
　今年の埼玉総体（インターハイ）で、選手たちの医療サ
ポーターも務める市内下忍の診療所に勤務する医師をチーム
ドクターに擁するなど、本市との関わりもある埼玉ブロンコ
スを今後も応援していきましょう。

市民の皆さんとの約束
　マニフェストの取り組み状況をお知らせします……………２～３
行田市・白河市・桑名市
　今年で友好都市締結10周年を迎えます……………４～５
保健案内……………１４～１６
写真館……………１８～１９
広場……………２０～２１
催し・募集……………２２～２５
歴史系譜・キラリ元気……………２６
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　市では、昨年4月の市長選挙の際に、市長が市民の皆さんと約束したマニフェストの着実な実施
を、市政の最重要課題として取り組んでいます。
　ここでは、就任１年目におけるマニフェストの主な取り組み状況をお知らせします。

　市長に就任して、１年が経過しました。こ
の間、「市民が主役」のまちづくりを基本と
して、情報公開の徹底に努め、透明で信頼さ
れる市政を推進しながら、市民の皆さんの参
画をいただき、市民主導のまちづくりを進め
てまいりました。
　特に、市民の皆さんとお約束しましたマニ
フェストにつきましては、スピード感を持っ
て取り組んでおります。
　今後とも、市民の皆さんからいただいた厚
い信頼と力強い期待に真正面からお応えし、
元気な行田、安心・安全な行田を創るため、
マニフェストをはじめとする各種施策に、一
層のスピード感と実行力をもって取り組んで
まいりますので、市民の皆さんのご理解とご
協力をお願いいたします。

マニフェストの実現に向けて

行田市長　

工 藤 正 司

すぐに行う施策

市財政の健全化
○市の借金（市債）の削減
　新たな借り入れの抑制や過去に借り入れた高金利の市債の繰
上償還の実施など、市債残高の削減を図り、平成20年度末に
は、平成18年度末と比較して全会計で約24億円の削減が見
込まれます。
○人件費の削減
　全庁的に担当制を導入し、組織の枠にとらわれない弾力的な
組織体制を構築するなど、職員数の削減による人件費の削減
を図りました。平成20年４月１日では、平成18年４月１日
と比較して23人を減員しました。

既存事業の徹底的な見直し
○「贅沢な茶室」の建設計画を白紙撤回
○市民による施設検討委員会を設置
　既存施設のあり方や、新たな施設の必要性の有無を検討する
ため、平成19年11月に施設検討委員会を設置しました。
○水道料金を統一
　平成20年４月から、南河原地域の水道料金を行田地域の水道
料金に統一しました。
○市長専用公用車を廃止
　平成19年６月に一般競争入札により売却処分しました。
○特別職の給与をカット
　市長、副市長および教育長の給与を平成19年７月から10％
減額しています。

もっともっと元気な行田を創ります

○「埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦」を開催
　「行田商工祭・忍城時代まつり」と併せ、県内の郷土料理を一堂に集め、
その個性や味を競う「埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦」を、平成19年
11月に県内で初めて開催しました。
○「行田市観光振興基本計画」を策定
　観光施策の指針となる観光振興基本計画を平成20年３月に策定しました。
○「寺子屋」の開設に向けて
　高齢者などの人材を活用し、地域のよさや伝統・文化を生かした特色あ
る教育活動を展開すべく、行田市版の「寺子屋」の開設に向けて取り組
んでいます。 埼玉B級ご当地グルメ王決定戦
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○市民の声を市政に反映
　これまでの広聴活動を一新し、「市長と語る対話集会」

や「市長のさわやか訪問」を実施しています。いずれも
市長自らが出向き、市民の皆さんの生の声を直接お聞き
しています。

○女性の行財政改革審議官（行政監視員）を委嘱
　市役所改革や行財政改革を積極的に進めていくため、女

性の行財政改革審議官を公募し委嘱しました。
○地産地消を推進
　学校給食に、ほうれん草やきゅうりなどの行田産農産物を

積極的に使用しています。米飯は行田産米「彩のかがや
き」を100％使用しています。このほか、行田在来大豆
を使って、行田産ブランドの開発に取り組んでいます。

○子ども医療費の支給対象を拡大
　平成20年４月から、通院に要する医療費の支給対象年齢

を、「小学校就学前まで」から「中学校就学前まで」に拡
大しました。

○子育て支援事業の実施　　
　「子育て家庭を強力にサポート」することを目標に、病

(後)児保育事業、24時間対応の虐待防止ホットライン
の設置、地域子育て支援拠点設置事業などを実施しまし
た。こうした取り組みが評価され、平成20年３月に埼
玉県の「地域子育て応援タウン」に認定されました。

○放課後児童対策事業の実施
　新たに下忍学童保育室と荒木学童保育室を整備しました。
○トータルサポート推進事業をスタート
　総合的な福祉サービスを提供するため、トータルサポー

ト推進事業を平成20年４月からスタートしました。
○県防災航空隊とのヘリコプターの夜間離発着・機体誘
導・救急搬送訓練を実施

　ヘリコプターの夜間離発着を可能にする照明設備を平成
19年10月に消防本部に整備し、埼玉県防災航空隊と連
携して、防災ヘリコプターによる夜間救急搬送訓練を同
年11月に実施しました。

○山積みされた廃タイヤの撤去
　長期間放置され、野積みとなっていた廃タイヤ約10万

本を、(社)日本自動車タイヤ協会の支援を受け、埼玉県
および(社)埼玉県産業廃棄物協会と共同して、平成20
年１月から２月にかけて撤去しました。 

新しい行田を創ります 安心・安全な行田を創ります

市長と語る対話集会

未来の行田を担う子どもを育てます

○少人数学級編制の拡大
　小学校１・２年、中学校全学年で実施している少人数学級

編制について、平成20年４月から、小学校３年まで拡
大しました。

○小・中学校施設の整備
　各小・中学校施設の改修工事を行い、教育環境の整備を

進めました。
○さわやか相談員・ボランティア相談員の配置
　全中学校にさわやか相談員・ボランティア相談員を配置し、

スクールカウンセラーと連携して、いじめや不登校をはじ
めとする子供たちの問題や悩み事の解消を図っています。

資源を活用した行田を創ります

○世界遺産登録の推進
　埼玉古墳群の価値を
　県内外にＰＲすると
　ともに、埼玉県と共
　同で世界遺産暫定リ
　スト候補提案書を平
　成19年9月に文化庁
　へ提出しました。
　「世界遺産推進市民
　総決起大会」を平成20年２月に開催しました。
○「古代蓮の雫」の販売
　おいしい行田の水をより多くの方に味わっていただこう

と、地下200～230ｍで採取した深井戸水を「古代蓮
の雫」として販売しています。
○利根川を遡上するサケの保護・充実（４年後の遡上を願って）
　平成19年11月に遡上観察会と採卵会を実施しました。

平成20年２月には、北小学校３年生の児童の参加のも
と、無事に卵から孵

ふ か

化した稚魚を放流しました。

世界遺産推進市民総決起大会

▶問い合わせ　企画政策課政策担当（内線308）

　　マニフェストの取り組み状況は、今後定期的にお知ら
せします。また、これらの取り組みの詳細については、
今後、市ホームページに掲載しますのでご覧ください。

気軽に集い交流が図れる子育て支援センター
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平
成
10
年
11
月
9
日
、
行
田
市
は
、
福
島
県
白
河
市
、
三
重
県
桑
名
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と
友
好
都
市
を
締
結
し
ま
し
た
。
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は
、
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戸
中
期
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異
例
の
も
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動
車
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時
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、
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臣
や
そ
の
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と
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て
大
変
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こ
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だ
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で
し
ょ
う
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今
年
は
、
友
好
都
市
締
結
10
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
。
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
経
済
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
友
好
関
係
を
深
め
、
３
市
の
理
解
と
友
情
・
発
展
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
白
河
市
、
桑
名
市
の
観
光
名
所
や
特
産
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

アクセス方法
【白河市へ】

大宮駅 白河駅

行田市 白河市

新白河駅

【桑名市へ】

東京駅 桑名駅名古屋駅

JR  
東北新幹線（52分）

JR   
東北本線（5分）

東北自動車道
（約131km）
東北自動車道

　

行田市

桑名市

東北自動車道首都高速道路 東名高速道路東名高速道路

○白河観光協会　☎0248-22-1147　

○桑名市観光協会　☎0594-24-1231

　近鉄
名古屋駅

JR  
東海道新幹線（104分） JR 関西本線（25分）

徒歩
近鉄名古屋線
（25分）

伊勢湾岸自動車道伊勢湾岸自動車道

（約480km）

（約131km）

　福島県の南端に位置する人口約6万5千人
の市です。南に高くそびえる那須連峰の懐に
開けたまちで、周辺部は緑の山々に囲まれ、
夏は涼しく冬は比較的暖かい素晴しい自然環
境に恵まれています。また南東北の玄関口と
して古くから栄え、松尾芭蕉が訪れた「奥の
細道」の始まりの地として知られる白河の関
や白河小峰城など、多くの史跡が存在します。

白 河 市

　名君であり茶人、また優れた作庭家であった
松平定信（楽翁公）により、享和元年（1801）
に造園されたわが国最古の公園。定信が沿岸に
設けた１７の名勝は「南湖十七景」といわれて
います。春は桜の名所としても知られ、四季を
通じて人々に親しまれています。

　 南
なんここうえん

湖公園

　幻想的な提灯の灯りが行き交うこの祭りは、
白河地方の総鎮守として古くから人々の信仰を
集めてきた鹿嶋神社の大祭。約400年の歴史と
伝統を受け継ぎ、日本三大提灯まつりのひとつ
になっています。

　 白河提
ちょうちん

灯まつり（９月中旬）

　那須連山からの雪解け
水を使った麺やスープが
おいしさの秘密。スープ
がよく絡まる歯ごたえの
ある手打ち麺が特徴です。
市内には約100軒もの
店があります。

　 白河ラーメン
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　江戸時代の初代藩主、丹
に わ

羽長
ながしげ

重が４年の
歳月をかけ寛永9年（1632）に完成させた
奥州関門の名城。戊辰戦争によって落城・
焼失した城を復元し、当時の建築様式を忠
実に再現しています。

　 白河小峰城

　丹
に わ

羽長
ながしげ

重の命で京都へ修行に行った瓦職
人が土型によるだるまの製法を学んで出来
た白河だるま。全体に福々しく、鶴・亀・
松・竹・梅を
模様として描
かれた顔と相
まって、縁起
物として人気
があります。

　 白河だるま

　奈良・平安時代ごろに存在した国境の関で、
蝦
え み し

夷の南下や通行人、物資などの往来を取り
締まる機能があったと考えられています。や
がてその機能が失われてからは、歌枕に詠ま
れることが多く、
能
のういん

因や松尾芭蕉
をはじめ、多く
の著名な文化人
がこの地を訪れ
ています。

　 白河の関

行 田 市

　三重県の北部に位置する人口約14万人の市で、東海道の要衝として
栄えた城下町です。城下町の名残は城跡だけではなく、まちのたたず
まいや数多くの老舗などからも感じられます。また現在は水と緑の恵
まれた環境を有するうえに、道路・鉄道など主要幹線も集中し、全国
的にも有名なレジャーランドやアウトレットモールなどを擁するまち
としても知られています。

桑 名 市

　 六
ろ っ か え ん

華苑
　実業家二代目諸

もろとせいろく

戸清六の邸宅とし
て大正２年（1913）に完成しまし
た。鹿鳴館の設計で有名なジョサイ
ア・コンドル設計による洋館・和館
・池

ちせんかいゆうしきていえん

泉回遊式庭園からなり、国の重
要文化財に指定されるなど、明治・
大正時代を代表する貴重な文化遺産
となっています。

　 石
いしどりまつり

取祭（8月第1日曜日）
　午前０時に３０数台の祭車が一
斉に太鼓や鉦

かね

を打ち鳴らす「日本
一やかましい祭」と称されている
この祭りは、国の重要無形民俗文
化財に指定されています。

▶問い合わせ　秘書課（内線316）

　 九
きゅうかこうえん

華公園
　かつて｢海道の名城｣と称えられた桑
名城。現在その姿はありませんが、本
丸跡と二の丸跡に造られたこの公園に
はたくさんの桜やツツジ、花菖

しょうぶ

蒲が植
えられ、季節に応じて多彩な催しが開
かれています。

　 長島温泉
　桑名市郊外にある温泉や遊園地を中
心とした全国有数のレジャー施設のあ
るエリア。全国最大級のアウトレット
モールが存在します。

　 桑名の千羽鶴
　一般的に知られている千羽鶴と
は違い、一枚の紙に切り込みを入
れる方法で、一枚の紙から複数の
つながった鶴を折ります。発想や
デザインも素晴らしく立体的な美
しい作品が多く作られています。

　 ハマグリ
　桑名の海では貝やノリ、白魚な
どが豊富。特に桑名のハマグリは
しぐれ蛤

はまぐり

や焼蛤で有名です。
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　 シルバー人材
センター

男女共同参画推進
センター

「VIVA ぎょうだ」

住所 旭町 13-24 佐間 3-23-6

収容可能面積 174㎡ 208㎡

収容人数 100 人 120 人

　市で実施していた市営住宅の管理業務を、4月１日から埼玉県住宅
供給公社で行うことになりました。これにより、市営住宅に加えて市
内の県営住宅に関する各種の相談にも応じることができるようになり
ました。
　なお、市営住宅入居案内（申込用紙など）をご希望の方、入居に関
する相談や申し込みをされたい方は、「市営住宅入居サービスセン
ター」へお越しください。
▶問い合わせ　埼玉県住宅供給公社「行田市市営住宅入居サービスセ

ンター」（市役所建築課内）☎552―0999　FAX553―4544
または建築課住宅管理担当（内線338）　

市営住宅の管理が県住宅供給公社に移行しました災害時の避難所を追加しました
　災害時の避難所として次の施設を新たに指
定しましたのでお知らせします。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

談合事件の再発防止に向けて
　新聞・テレビ等で報道されましたので、既にご存知かと思いますが、平成18年度市発注の公共工事をめぐり、本年
１月に、談合が発覚し事件となりました。この事件に関し、お騒がせいたしましたことを市民の皆様に深くお詫びいた
します。
　市では、常日頃から公共工事の入札に参加する者に対し、入札談合等の反社会的行為を禁止し、公正で公平な競争入
札を実施してまいりました。それだけに、このような事件が起き、残念な気持ちとともに、強い憤りを感じております。
　談合の対象となった工事は、平成18年度に市が発注した持田１丁目地内の「第６処理分区汚水枝線工事（持田第７
工区）」と、旭町・行田地内の「合流改善対策事業　合流改善機械設備工事（第一準幹線吐口）」の２件です。
　市では、これまで談合等の不正行為を防止するため、入札経過・結果等を公表することにより透明性を高めることや、
指名停止等の罰則強化、あるいは談合等の不正行為が認定された場合には損害賠償金の請求が行えるように建設工事標
準請負契約約款の改正を行ってまいりました。
　さらに、昨年５月に私が市長に就任してからは、一般競争入札の導入拡大のほか、電子入札の実施、総合評価方式の
導入にも取り組むなど、積極的に公共調達改革を進めてまいりました。
　このたびの事件を受け、今後市では、指名停止期間延長等による罰則の一層の強化、及び一般競争入札・総合評価方
式の更なる拡大、入札参加者を固定化しないなどの工夫を行い、二度とこのような不祥事が起きることのないよう入
札・契約制度を改革してまいります。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行田市長　工 藤 正 司

行田市公共調達改革への取り組み
項目 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

一般競争入札
実施件数　１件 
（建設工事）

実施件数 12 件 
（建設工事）

40％以上 
（１,000万円以上の建設工事）

70％以上 
（１,000万円以上の建設工事）

100％ 
（１,000万円以上の建設工事）

電子入札 未実施
実施件数　9 件 

（建設工事、設計・調査・測量）

40％以上 
（建設工事、設計・調査・ 
測量、土木施設維持管理）

100％ 
（建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理）

総合評価方式 未実施
実施件数　3 件 
（建設工事）

５件以上（建設工事）

ペナルティ 
の強化

入札談合による指名停止措置期間 
６月〜 12 月

入札談合による指名停止措置期間の延長 
12 月〜 36 月（平成 20 年 4 月 1 日施行）

談合等の不正行為に係る損害の賠償（契約約款） 
↓ 

請負代金額の 10 分の１

談合等の不正行為に係る損害の賠償（契約約款） 
↓ 

請負代金額の 10 分の２（平成 20 年 4 月 1 日施行）

入札・契約事務

行田市工事請負業者選考委員会での審議対象 
↓ 

予定価格　5,000 万円以上の建設工事

　　　　      行田市工事請負業者選考委員会での審議対象の拡大 
　　　　　　　　　　　　　 　　　　↓ 
　　　　　　　予定価格　1,000 万円以上の建設工事 
　　　　　　　予定価格　　300 万円以上の建設工事に係る委託業務 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 20 年 3 月 1 日施行）

仕様書等の配布方法 
↓

契約検査課で直接配布

仕様書等の配布方法の改善 
↓ 

仕様書等を電子化。電子メールおよび埼玉県電子入札共同システムにより配布。

入札結果等の公表 
↓

契約検査課内での閲覧

入札結果等の公表 
↓

契約検査課内での閲覧 
に加え、市ホームページ 

（入札・契約情報）で公表

入札会場の公開等を含め、情報公開をし、透明性の向上を図る

▶問い合わせ　契約検査課（内線213）
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丸山　綱男 氏

めざせ世界遺産！ さきたま古墳群魅力発見隊
第 5 回「二 子 山 古 墳」

Ⓒ  二二ギンとコノハちゃん

二子山古墳はどのような古墳なの
　二子山古墳は、さきたま古墳群のほぼ中央にある前方後円墳です。そ
の大きさは全長138ｍもあり、さきたま古墳群の中で、そしてかつて
の武蔵国の中でも最大の規模を誇っています。
　墳丘は二重の堀に囲まれていて、堀の部分まで含めた長さは240ｍ以
上あります。現在、内側の堀には水がたまっていますが、古墳が造られ
た当時は水が入っていなかったと考えられています。
　二子山古墳の埋葬施設は発掘調査されておらず、詳しいことはわかっ
ていませんが、墳丘周囲の調査の際に出土した埴輪から、6世紀初頭に
造られた古墳であると考えられています。

「二子山」の名前の由来は
　２つの山がつながっているように見えることから、
「二子山」と呼ばれるようになったといわれていま
す。また、東側に観音寺があったことから「観

かんのんじやま

音寺山」
とも呼ばれています。

　現在、市では、さきたま古墳群の世界遺産登録へ向けた活動を進めています。　
　今回は、『さきたま古墳群魅力発見隊』のニニギンとコノハちゃんが「二子山古墳」を紹介します。

　また、日本最大の円墳である丸墓山古墳とも造られた
時期が近いとみられ、二子山古墳と稲荷山古墳、丸墓山
古墳との関係には、さきたま古墳群の謎を解き明かす大
きな手がかりが秘められているのかもしれません。

　さきたま古墳群は、このような古墳が日本有数規模
で密集している古墳群で、日本の古墳文化を語るうえ
で貴重な文化遺産です。
　市では、さきたま古墳群の価値をアピールしなが
ら、今後も世界遺産登録に向けて活動していきます。
めざせ！世界遺産！

▶問い合わせ  企画政策課世界遺産推進担当（内線307）

二子山古墳

他の古墳との関係
　二子山古墳と稲荷山古墳は、墳丘の向きが同じで、古
墳の西側部分に「造

つくりだ

出し」と呼ばれる四角い土盛をもつ
という共通点があります。また、位置と造られた時期か
らも、両者の連続性・関連性がうかがわれます。

さ
き
た
ま
古
墳
群
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ン
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ジ
ウ
ム
が

　
　
　
　

開
催
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れ
ま
す
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インターネットでの公売
　差押えをした財産を、周知効果の高いインターネットを利用し、
公売します。インターネット公売の入札には「いつでも・誰でも・
どこからでも」参加するのが可能なことから、入札参加者の増加
が見込まれ、高額売却が期待できます。

市独自で動産などの公売を実施
　平成19年度は、行田商工祭・忍城時代まつりの会場で、差し
押えた動産・自動車の公売を実施しました。今後も積極的に公売
を実施する予定です。

タイヤロックの導入
　市では、昨年より自動車などの登
録事項等証明書の差押えを実施して
きました。今後はさらに自動車の使
用を止めるタイヤロックを導入しま
す。そのうえで、納税がない場合、
公売を実施することになります。

差押え実績など　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件

　※捜索とは、滞納者の住居などで財産を発見するために行う強制調査です

公売（平成１９年度実績）

滞納処分の流れ
　税金を滞納したまま放置していると、滞納処分を受け、強制的
に税金を徴収されます。滞納処分の手続きは法律によって定めら
れており、滞納者の意思にかかわらず執行されることとなります。

　①督促
　　　納期限までに納付されない場合、督促状が送付されます。

　②財産調査
督促をしたにもかかわらず納付がない場合には、官公署・
金融機関・勤務先・生命保険会社・取引先などへ財産調査
を行います。

　＜平成19年度実績＞　勤務先への給与等照会　83件
　　　　　　　　　　　　預貯金等調査　　　1,463件
　③差押え
　　　財産調査で判明した滞納者の財産を差し押えます。
　④換価処分
　　　差し押えた財産を換価して、滞納している市税に充当します。

　納税は納期内納付が原則です。納期限を過ぎた場合は督促状な
どの発送などに経費がかかります。また滞納処分を受けることで、
滞納者自身が社会的信用を失うことにもなりかねません。できる
だけ処分に至らないように、市では納税相談などに力を入れ、納
期限内の納税をお願いしています。
　滞納してしまうケースの多くが、納め忘れや、多忙で銀行など
に行く時間が取れない場合です。そのため市では、口座振替の促
進や夜間・日曜納税、相談窓口の開設など、滞納の解消を図るた
めの環境づくりに取り組んでいます。

納税に便利なサービス
　窓口時間の延長と日曜納税・相談窓口の開設
＜夜間納税・相談窓口＞
　毎週火曜日　午後7時まで（祝日を除く）
　上記以外に、夜間臨時納税窓口・相談窓口を開設します。
　▶日時　5月26日（月）～30日（金）午後5時15分～7時
＜日曜納税・相談窓口＞
　毎週日曜日　午前8時30分～正午
※いずれも場所は税務課収納担当12番窓口

＜口座振替＞
　口座振替は、金融機関（ゆうちょ銀行を含む）の口座から、納
期ごとに自動的に振り替えて納税するもので、納め忘れがありま
せん。納付の手間も省け、一度の手続きで翌年度以降も自動的に
継続されますので、安心・安全・便利な口座振替をご利用ください。
　ご利用の場合は、口座振替を希望される市役所または金融機関
で手続きできますので、預金通帳と通帳の印鑑をお持ちになり、
申し込みください。

▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）

　市では、皆さんに納めていただいた市税により、快適ですみ良いまちづくりを行っています。市民税や固定資産税などの
市税は、皆さんの生活に密着した市政の推進に欠かすことのできない貴重な財源です。財政運営の基盤である市税の収入確
保と納税の公平性を維持するため、担税力があるにもかかわらず納付していただけない場合、滞納処分を一層強化します。

対　　　象 平成18年度 平成19年度
電　　　話 ０ ８５

不動産
固 定 資 産 ２３５ １８６
自 動 車 １ ３２

給　　　与 １ ０
動産（捜索による差押え含む） １６ ３５

債　権
預 貯 金 ６５ ３３１
所得税還付金 １８０ １３８

捜　　　索 ２ ７

　平成20年度（平成19年分所得）の次の税関係証明書は、下記の期日
から発行する予定です。

　○所得・課税証明書　○非課税証明書　○児童手当用所得証明書

［注］自動交付機は6月9日 ( 月 ) から発行可能となります。（市民カードが必要です）
＜特別徴収＞市民税・県民税を毎月の給与から会社などを通して納める方
＜普通徴収＞市民税・県民税を納税通知書によりご自身で納める方
※申告等がされていない方は、証明書が発行できない場合があります。
※扶養になっている方は、証明書の一部が発行できない場合があります。

▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線231・232）

　３月31日から、新たに次の区域で下水
道が使用できるようになりました。
　下水道が整備された区域の皆さんは、お
早めに下水道への接続をお願いします。
〈整備された区域〉
・忍１丁目の一部　　・矢場１丁目の一部
・城西４丁目の一部　・持田１丁目の一部
・大字前谷の一部
▶問い合わせ
　下水道課☎564 ―0303

特別徴収の方 普通徴収の方
5月 12日 ( 月 )　［注］ 6月9日 ( 月 )

実施回数 公売物件 公売金額計
２ 自動車、花瓶、書棚など１１件 １９７，０５７円

滞納処分を強化！
市税の滞納整理に積極的に取り組みます

公共下水道供用（下水の処理）
開始区域のお知らせ

税関係証明書の発行時期をお知らせします
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窓口での「本人確認」にご協力ください

　戸籍・住民票などの窓口での「本人確認」に関する
ルールを定めた戸籍法、住民基本台帳法の一部を改正
する法律が、５月１日から施行されました。

○本人確認について、市の窓口では、戸籍・住民票な
どの証明書の請求、戸籍・住民異動届などの届出を
受け付けるときに、他人による不正取得や虚偽の届
出を避けるため、窓口に来られた方について、本人
確認を行います。

○本人確認の方法は、窓口に来られた方について、運
転免許証、写真付きの住民基本台帳カードなどの官
公署発行の写真付き本人確認書類の提示により、確
認を行います。

　戸籍等事務の取り扱いを適切に実施するため、今後
とも皆さんのご理解とご協力をお願いします。

▶問い合わせ　市民課市民担当（内線 243）

国民健康保険税の税率を改正します

　国民健康保険は、被保険者の皆さんが病気やけがの
ときに安心して治療を受けることができる大切な制度
で、被保険者の方が納める国民健康保険税により運営
されています。
　新たに創設された後期高齢者医療制度など医療制度
改革により、平成 16 年度から据え置いてきた税率を、
平成 20 年度から次のように改正しました。皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。なお、7 月に納税通
知書を送付しますので、納期内の納税をお願いします。

（　　）内の数字は、改正前の税率および税額です
※介護分は 40 ～ 64 歳の方のみに課税されます
※特別徴収（年金天引き）は 10 月から開始されます
※特定世帯は平等割が 8,500 円になります
▶問い合わせ
　保険年金課国保担当（内線 271・272・273）

行田市下水道事業運営審議会の
委員を募集します

　下水道事業の運営に関する皆さんの意見を施策に反
映させるため、「行田市下水道事業運営審議会」の委
員を募集します。
▶任　　　期　平成 21 年 8 月 29 日まで
▶応 募 資 格　次の要件をすべて満たす方。

①市内に１年以上住民登録し、下水道整備区域に居
住している方

②年齢が 20 歳以上で、平日昼間に開催する年６回
程度の会議に出席できる方

③市の他の附属機関などの委員になっていない方
④市議会議員および市職員でない方

▶募 集 人 員　２人（書類選考による）
▶報　　　酬　市の規定により支給します。
▶応 募 方 法　「行田市下水道事業運営審議会委員応募

用紙」に必要事項を記入のうえ、下水道課業務担当
へ持参または郵送してください（Ｅメール可）。応
募用紙は、総務課、下水道課、中央公民館、下水道整
備区域内にある各地域公民館窓口および市ホーム
ページにあります。【郵送】〒 361― 0038 行田市
前谷１―１（水道庁舎内）【Ｅメール】gesui@city.
gyoda.lg.jp　※提出された応募用紙は返却しません。

▶締 め 切 り　5 月 14 日 (水) 必着
▶問い合わせ　下水道課業務担当☎ 564 ― 0303

下水道事業計画の変更の縦覧を行います
▶縦 覧 期 間

５月１日～平成 25 年３月 31 日（土・日曜日、祝日、
年末年始を除く）

▶縦 覧 場 所　下水道課（前谷 1― 1・水道庁舎内）
▶都市計画の種類および名称
　行田都市計画下水道事業行田公共下水道
▶変 更 内 容　期間の延伸および財政計画の変更
▶事業施行期間
　昭和 25 年 11 月６日～平成 25 年３月 31 日
▶問い合わせ　下水道課工務担当☎ 564 ― 0303

市民保養宿泊施設の追加と閉鎖
　市民保養宿泊施設について、次のとおり３施設を新
たに追加し、１施設が閉鎖となりました。
【新たな宿泊施設】
○塩原温泉かもしか荘（栃木県那須塩原市）
　☎ 0287― 32 ― 2524
○奥武蔵あじさい館（埼玉県飯能市）
　☎ 042― 978 ― 2888
○伊豆潮風館（静岡県伊東市） 
　☎ 0557― 51 ― 1504
【閉鎖施設】
○国民宿舎ロッジ白樺（長野県立科町）　
　☎ 0267― 55 ― 6600
▶問い合わせ　生活課（内線 252）

医療分 新 後期高齢者
支援金分 介護分

所得割 6.1％（8.3%） 2.2% 1.4%（1.1%）
資産割 32.0 %（35.0% ) ― ―

均等割 11,000 円
（17,000 円） 9,000 円 7,000 円

（7,000 円）

平等割 17,000 円
（18,000 円） ― ―

課税限度額 47 万円（53 万円） 12 万円 9 万円（8 万円）
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　３月28日、家族経営協定調印式が工藤市長、島崎加須農林
振興センター副所長立会いのもと、市役所で行われました。
　家族経営協定とは、農家の家族間で役割分担、労働時間、
労働報酬、家事・家計の分担など、農業経営について話し合
い、取り決めるものです。農業経営は、これらのことがあ
いまいになりやすいため、文章化して明確にすることが目
的です。
　今回協定を締結したのは16家族の方々で、締結後には「こ
れを契機に家族の意見を尊重して農業経営に取り組みたい」、
「今後、遊休農地を活用して経営の拡大を図りたい」といっ
た意見が聞かれました。

　市では今後も引き続き家族経営協定の締結を推
進しますので、関心のある農家の方はご相談くだ
さい。
▶問い合わせ　農政課（内線387）

家族経営協定を締結した16家族の皆さん

家族経営協定の締結で深まる絆
きずな

マナブ君ツボミ先生

　市報ぎょうだ11月号で紹介した「行田在来大豆」（以下「行田在来」）のことを覚えていますか。
このほど、行田独自の農産物で作る「行田ブランド」商品が完成しました。この行田ブランドの開発か
ら完成までの歩みを、前回も登場してくれたツボミ先生とマナブ君がお伝えします。

確か行田在来というのは青い大豆で味が濃い大豆だ
ったよね？

そうよ。県農林総合研究センターの調査研究で、数
ある大豆の中でも行田在来は豆腐の加工に最適とお
墨付きをもらったの。

へぇ～。豆腐商品開発のスタートだね！

その後、市内の生産農家の皆さんの協力を得て、試
験栽培を開始したの。行田在来は通常の大豆よりも
遅く蒔

ま

く種なので、７月上旬に種を蒔いたのよ。

育てるうえでの苦労もあったんだろうなぁ…

昨年の猛暑の中での除草作業は大変だったけれど、
生産者の皆さんの努力の甲斐あって、10月中旬に枝
豆、11月下旬に大豆の収穫を無事迎えられたわ。

大豆が収穫されて、
次はいよいよ豆腐の
開発だね。

そうね。農家の皆さ
んに大切に栽培して
もらっている一方、
市では市内外の豆腐
製造業者に行田在来
のＰＲをして、試行
錯誤の末、この３月
から豆腐の販売が始まったのよ。

あっ！もしかして、ほく
さい農協行田農産物直売
所で売っているお豆腐？
がんもどきや厚揚げもあ
ったよ。豆の味が濃くて
すごくおいしかった。

そう。農協の直売所で売
っているあ

・ ・

の豆腐よ。

多くの人の努力と苦労が実を結び誕生した新たな行田
ブランド。でも、平成19年度は試験栽培で大豆の生
産量が十分でなかったから、豆腐の製造は６月ごろ終
了してしまう見込みなの。それに、いくら商品開発を
しても食べてもらわなければ意味がないわ。だから、
今の課題は、行田在来のＰＲと生産量の拡大ね。

自称「地産地消」推進大使として、僕もたくさん食
べて、友だちにも紹介するね。どんどん行田在来を
広めて行田ブランドを盛り上げたいな。

よろしくね。

行田ブランド開発のきっかけ

商品開発までの道のり

斎条地区で行われた枝豆収穫体験会

ほくさい農協行田農作物直売所
で販売中の行田在来商品

これからの行田在来

　行田生まれ行田育ちの大豆で作った、おいしく安全な
行田在来ブランド。現在、ほくさい農協行田農産物直売
所にて6月ごろまでの期間限定で販売中です。香り高く濃
厚な食味の行田在来豆腐をぜひ味わってみてください。
　また、行田在来の生産に興味のある農家の方は、農政
課まで問い合わせください。

▶問い合わせ　農政課（内線387）
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　6月1日は人権擁護委員法が施行された日です。熊谷人権擁
護委員協議会行田部会では、基本的人権を擁護し、人権侵犯な
どのない明るい社会を築くため、合同人権相談を開設します。
　家庭内のいざこざ・相続・借地・借家・差別・こどものいじ
め・虐待・その他日常生活でお悩みの方は、気軽にご相談くだ
さい。
　なお、相談は無料で、秘密は守られます。

▶日　　時　6月4日（水）午前10時～午後3時
▶場　　所　忍・行田公民館（ホール）
▶相談を受ける機関　熊谷人権擁護委員協議会行田部会
▶そ の 他　定期相談は、毎月第2水曜日（午後1時30分～3時
　30分）に忍・行田公民館学習室で実施しています。

　市民の皆さんから寄せられた道路などの整備にかか
る種々の要望の事業化にあたり、より公平性・透明性
を確保し、かつ効率的な事業執行が図れるよう、平成
18年度から「行田市生活道路等整備事業評価システ
ム」を導入しています。
　事業評価の結果について、次の場所で閲覧できます。

▶閲覧場所および内容
①道路治水課
　生活道路や生活排水路の整備要望に関する事業評価
②農政課
　農道や農業用用排水路の整備要望に関する事業評価

▶問い合わせ
①道路新設改良については道路建設担当（内線

346・347・348）、道路維持修繕については維
持補修担当（内線343・344）、排水路整備につ
いては治水担当（内線345）

②農道や農業用用排水路整備については耕地担当（内
線388）

合 同 人 権 相 談

氏　名 住　所 電話番号 氏　名 住　所 電話番号

細村　圭右 天　満 556－3463 松村　幸夫 関　根 559－3010

永平　宏道 城　西 556－0066 横田　夏代 長　野 556－7403

小林美恵子 斎　条 557－1963 井達　剛男 中江袋 557－0253

江森　博美 南河原 557－1293 荒木みどり 持　田 553－0834

▶問い合わせ　人権推進課（内線221）

行田市の人権擁護委員 （敬称略）

行田市生活道路等整備事業評価が
閲覧できます
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▼
市
民
生
活
部
長　

橋
本
桂
一　

▼
参
事

兼
市
民
生
活
部
南
河
原
支
所
長
事
務
取
扱　

岩
田
照
美　

▼
都

市
整
備
部
長　

向
田
稔　

▼
健
康
福
祉
部
次
長
兼
福
祉
課
長

横
田
武
司　

▼
監
査
委
員
事
務
局
長　

新
島
初
芳　

▼
（教）
学
校

教
育
部
次
長
兼
学
校
教
育
課
長　

松
井
正
俊　

▼
（教）
生
涯
学
習

部
文
化
財
保
護
課
長　

清
水
威
男　

▼
都
市
整
備
部
水
道
課
長

金
子
彰　

▼
消
防
署
長　

福
田
昌
良

▼
問
い
合
わ
せ　

人
事
課
（
内
線
２
０
８
）
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市融資制度の利率が改定されました
　市では、中小企業者向けの事業資金の融資を行っています。このたび長期金利の低下に伴う利率改定を実施しました。
他の機関の融資制度と比べ一段と有利な利率となっていますので、この機会にぜひご利用ください。

制 度 名 小口事業資金 商工業振興資金 中小企業経営近代化振興資金
限 度 額 1,250万円 1,500万円 2,000万円
利 率
（ 改 定 前 比 ） 1.4％（-0.35％） 1.4％（-0.35％） 融資日の長期プライムレートから

1.0％減じた利率
資 金 使 途 運転・設備 運転・設備 運転・設備

貸 付 期 間 運転：10年（据置6カ月以内）
設備：12年（据置1年以内）

運転：10年（据置1年以内）
設備：12年（据置1年以内）

運転：1 ～ 5年（据置6カ月以内）
設備：1 ～ 7年（据置1年以内）

担 保 不要 必要に応じて 必要に応じて

保 証 人 不要 個人：原則として不要
法人：代表者

個人：原則として不要
法人：代表者

信 用 保 証 埼玉県信用保証協会の保証を付す 必要に応じ付す

各 資 金 共 通
の 利 用 条 件

①市税を滞納していないこと
②中小企業者の要件を満たしていること
③許可・認可・免許・登録などを要する業種を営む場合、その許認可などを取得していること

資 金 別 の
利 用 条 件

①市内業歴1年以上であること
②市民税の所得割または法人税割が

課税されていること
③小規模事業者であること

①市内業歴6カ月以上であること
①市内業歴2年以上であること
②信用保証協会の保証付融資の場合

は、信用保証対象業種を営むこと

完 済 後 に 受 け
と れ る 利 子 補
給 金 額 の 割 合

運転：貸付日から5年間の
　　　支払利子の1/4
設備：貸付日から7年間の
　　　支払利子の1/4

貸付日から5年間の支払利子の1/5 なし

申 し 込 み 毎月5日締め切り 随時受付 随時受付
提 　 　 携
金 融 機 関 市内の銀行・信用金庫の各支店 商工中金熊谷支店

申 し 込 み 先 商工観光課 商工中金熊谷支店

【注意事項】
※利率は半年ごとに見直しをしていますので、必ず最新の利率をご確認ください。
※提携金融機関からの融資となりますので、借入希望の金融機関とよくご相談のうえ申し込みください。
※返済にあたっては、所定の利子のほかに埼玉県信用保証協会への信用保証料が必要になります。
▶問い合わせ　商工観光課振興担当（内線 384）

中小企業者向け融資制度一覧 （平成 20 年 4 月 1 日現在）

行田商工会議所パソコンセミナー
コ ー ス 日　　　　時 定　員 受 講 料 その他

パソコン入門
コース

(Windows Vista)

5 月19日（月）・20 日（火）
午前 9 時～正午

各 8 人
（先着順）

6,000 円
（会員は 4,000 円）

それぞれ
別途

テキスト
代として
530円

インターネッ
ト・E メール
入門コース

5 月22日（木）・23日（金）
午前 9 時～正午

6,000 円
（会員は 4,000 円）

ワード 2007
基礎コース

5月26日(月)～28日(水)
午前 9 時～正午

9,000 円
（会員は 6,000 円）

ワード 2007
応用コース

5 月29日（木）・30 日（金）
午前 9 時～正午

9,000 円
（会員は 6,000 円）

エクセル2007
基礎コース

6 月2日（月）・4 日（水）
午前 9 時～正午

9,000 円
（会員は 6,000 円）

エクセル2007
応用コース

6 月5日（木）・6日（金）
午前 9 時～正午

9,000 円
（会員は 6,000 円）

　「だんべおどり」を作曲したことで知られる小沼重蔵さ
ん（向町・85 歳）が、茨城県土浦市の予科練記念館（雄
飛館）で目にした詩「霞ヶ浦慕情」をもとに作曲した鎮
魂歌が、４月 10 日に土浦航空隊予科練「雄飛会」50
周年記念で演奏されました。小沼さんは、「追悼の気持
ちを込めて作った曲が披露されてうれしい」と話します。
　また、足袋作りの工程や専門用語を詩に入れた「足袋

（旅）は道連れの詩」や埼玉古墳群の世界遺産登録に向
けてさらに市内が活気づけばと思いを込めた「行田育ち」
などを完成させました。自分が作った曲で行田を全国に
ＰＲし、まちの活性化につなげたいと年々作曲活動にも
熱が入る小沼さんです。

曲づくりで元気な行田をＰＲ

▶場　　所　行田商工会議所会議室（商工センター内）
▶注意事項　会員とは行田商工会議所会員を示します。テキスト代は、変更にな

る場合があります。
▶申し込み　電話または FAX で行田商工会議所へ。FAX の場合は、住所・氏名・

電話番号を明記。会員事業所の場合は、事業所名・所在地・電話番号を明記のこと。
▶問い合わせ　行田商工会議所会員サービス課　☎５５６－４１１１
　FAX ５５６－００５９　ホームページ　http://www.gyoda-cci.or.jp/
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▶日　　時　７月～平成 21 年２月（平日開催・全８回 
　　　　　　程度）午前 10 時～午後４時
▶場　　所　県庁、ラムザタワー（ＪＲ武蔵浦和駅下 
　　　　　　車）ほか
▶内　　容　都市景観、歴史的な街並み、都市緑化、

防災・防犯のまちづくりなどについて学
びます。まちづくりワークショップや、
違反広告物の簡易除却などの体験学習
も予定しています。

▶対　　象　講座修了後、まちづくりサポーターとし
て地域で活動できる方（まちづくりサ
ポーターとして登録します）

▶定　　員　50 人（先着順）
▶費　　用　5,000 円　
▶申し込み　彩の国都市づくりアカデミーと明記のう

え、住所・氏名（ふりがな）・電話番号・
興味のあるまちづくりの分野を書いて、
５月 31 日 ( 土 )（消印有効）までに郵
送またはＦＡＸで、埼玉県県土づくり企
画室へ【郵送】〒３３０―９３０１さい
たま市浦和区高砂３―15―１【ＦＡＸ】
０４８―８３０―４８２２

▶問い合わせ　県土づくり企画室☎０４８―８３０―
５３６７

▶日　　時　6 月 8 日（日）午後 1 時～
▶場　　所　教育文化センター ｢みらい｣ 文化ホール
▶テ ー マ　愛する人を守るコツを楽しく学べます
▶内 　 容　【第 1 部】行列ができる健康相談所　評判の 

医師＆薬剤師があなたの悩みを解決します。
　　　　　　【第 2 部】スペシャル健康トーク「メタボで

も糖尿病でも目はイキイキ」、「しくみを知っ
ておトクで長生き」、「歯のお手入れでココロ・
カラダ・キレイ」、「これで安心！子育て 110
番」、「ホントは怖い・家庭の食品」、「たまに
は夫婦で・カラダが軽くなるストレッチ」

　　　　　　【スペシャルプレゼント】「体験ゾーン・イマ
ドキの AED」、「パネル展示・知って得する病
児保育」、参加者限定プレミア付き「医療マッ
プ」、「生花」

▶入 場 料　無料
▶主 　 催　行田市医師会
▶共 　 催　行田市、加須保健所、行田市歯科医師会、行

田市薬剤師会
▶問い合わせ　行田市医師会☎ 556 － 8040

評判のドクターに聞く
聞いてナットク  健康フォーラム2008

彩の国都市づくりアカデミー受講生募集
～埼玉県まちづくりサポーター養成講座～

　買い物のとき、当たり前のようにもらい品物を入
れているポリ袋。しかし、ポリ袋を生産している「日
本ポリオレフィンフィルム工業組合」によると、一
人あたりの年間利用枚数は 250 枚にものぼるそうで
す。また、23cm × 39cm のポリ袋一枚を作るには、
32 グラムの石油が必要になります。
　ごみの削減を行い、地球温暖化を防止するために
も、繰り返して使うことができる「エコバック」な
どを利用しましょう。
▶問い合わせ　環境課☎５５６―９５３０

エコバックを利用して
ごみの減量化を

　あいあい教室とは、赤ちゃんとの遊びなどを通じた仲間
づくりの場です。保健師らによる育児についての講話もあ
り、赤ちゃんの計測もできます。
▶日時・場所

第 1回 第 2 回

日　 時 5 月 29 日（木）
午前 10 時～ 11時 30 分

6 月 3 日（火）
午前 10 時～ 11時 30 分

場 　 所 保健センター つどいの広場（みなみかわら）

▶対 　 象　生後 5 カ月～ 7 カ月の赤ちゃんとその保護者
▶募集人数　30 組（先着順）
▶そ の 他　2 日間の参加が原則です。
▶申し込み・問い合わせ　子育て支援センター
　　　　　　☎ 553 － 2108（FAX 兼用）

ご利用ください あいあい教室
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

骨粗しょう症検診肺がん検診
期　　日 場　　所

6 月 16 日（月）

保健センター6 月 18 日（水）

6 月 19 日（木）

6 月 20 日（金） 持 田 公 民 館

6 月 24 日（火）

保健センター
7 月　8 日（火）

7 月　9 日（水）

7 月 10 日（木）

7 月 11 日（金） 星 宮 公 民 館

7 月 14 日（月） 保健センター

　骨粗しょう症とは､カルシウム不足から骨の量が減少し､骨が折れや
すくなる状態のことをいいます｡女性に多く、特に閉経後に骨量の減少
が大きいため、早めに検診を受けて、自分の骨量を確認しましょう。

期　　日 時　　間 対　　象

6 月　4 日（水）
　　　5 日（木）
　 　  6 日（金）

　午前 9 時
　　～ 11 時 30 分

　40、45、50、55、　
　60、65、70 歳の女性
　の方（4 月 1 日現在）

6 月　9 日（月） 　午後 1 時 30 分
　　　～ 3 時

上記以外の女性の方
6 月 10 日（火）

場　　所　保健センター
検査方法　前腕のエックス線検査
費　　用　500円（70歳以上は無料）　　　　　　　　　
持 ち 物　健康手帳
申し込み　5月15日（木）から電話で保健センターへ。
　　　　　30分ごとの時間予約制です。

歯周疾患検診
　人が歯を失う大きな原因は、「う蝕

  しょく

（むし歯）」と「歯周病」です。
定期的に歯科検診を受けることは、歯周病を予防し、歯の健康にとて
も重要です。市では次の年齢の方を対象に「歯周疾患検診」行います。
検診期間　6月 2日（月）～8月29日（金）
検診内容　問診・歯と歯肉の検査と検診結果に応じたアドバイス
対　　象　40歳（昭和42年4月2日～昭和43年4月1日生まれ）
　　　　   50歳（昭和32年4月2日～昭和33年4月1日生まれ）
　　　  　 60歳（昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生まれ）
　　　  　 70歳（昭和12年4月2日～昭和13年4月1日生まれ）
費　　用　500円（70歳の方は無料）
申し込み　5月12日（月）から電話で保健センターへ。その後、　
　　　　　受診票が届いたら市内指定歯科医院で受診してください。

歯周病から美しい歯を守ろう
～正しい歯みがきの仕方を知っていますか～

　歯はからだの健康の入口です。自分の歯があれば、よく噛
か

み、何
でもおいしく食べられます。歯周病に気がつかずに放っておくと、
口臭の原因や、歯を失うことにもなりかねません。いつまでも自分
の歯でいられるように、美しい歯を目指しましょう。
日　　時　6月5日（木）午後1時30分～3時30分
場　　所　保健センター
内　　容　○講話・松井毅さん（松井歯科医院院長）
　　　　　○歯科衛生士による歯の磨きかた
持 ち 物　普段使っている歯ブラシ・タオル・コップ・健康手帳・
　　　　　筆記用具
申し込み　5月30日(金)までに保健センターへ。

受付時間　午前9時～9時45分、午後1
　　　　　時～1時45分
検査方法　胸部エックス線検査（必要に
　　　　　応じ喀

かくたん

痰検査）
対　　象　40歳以上の方（４月１日現在）
　　　　　肺の疾患で治療中または自覚
　　　　　症状のある方は医療機関での
　　　　　受診をお勧めします。
費　　用　胸部エックス線検査  200円
　　　　　胸部エックス線・喀痰検査
　　　　　500円
申し込み　5月26日（月）から電話で
　　　　　保健センターへ。

大腸がん検診
検査方法　便潜血2日法検査
対　　象　40歳以上の方（4月1日現在）
　　　　　大腸の疾患で治療中または自
　　　　　覚症状のある方は医療機関で
　　　　　の受診をお勧めします。
費　　用　500円
受診方法　＜集団＞ 肺がん検診受診時
　　　　　に申し込みください。その際
　　　　　に容器をお渡ししますので指
　　　　　定された日に検体を保健セン
　　　　　ターへお持ちください。
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休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前
に問い合わせください。

 ・行田中央総合病院　　☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院　☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り

たいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－

4199

期　　日 医療機関名

5 月 18 日（日） 壮幸会行田総合病院

5 月 25 日（日）
行田中央総合病院

6 月　1 日（日）

6 月　8 日（日） 壮幸会行田総合病院

6 月 15 日（日） 行田中央総合病院

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 健康に関する相談をしたい方

   5 月 21 日 ㈬ 午前 10 時　
～ 11 時

食事や日常生活についての相談を
保健師・栄養士がお受けします。

　糖尿病
　健康相談

糖尿病についての栄養相談を
したい方　 申し込みが必要です。

　禁煙相談 たばこをやめたい方

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

   5 月 15 日 ㈭
申し込みの際に
お知らせします。

申し込みが必要です。

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・
　 2 歳 7 カ月児・3 歳６カ月児

　対象者には通知します。転入されたお子さんで前住所地で受診していない
　方については、保健センターにご確認ください。　　

　BCG 予防接種

　平成 20 年 2 月 1 日～ 15 日
　生まれの子    5 月 19 日 ㈪

午後 1 時 30 分
～ 2 時 20 分

対象者には通知します。対象外
でまだ受けていないお子さん（６
カ月未満）は、この機会に受け
てください。

　平成 20 年 2 月 16 日～ 29 日
　生まれの子    6 月　2 日 ㈪

　乳幼児相談 　小学校入学前の子
   6 月 10 日 ㈫ 午前 9 時 30 分

～ 11 時 30 分 保健師、栄養士がお受けします。
申し込みが必要です。

   6 月 27 日 ㈮ 午後 1 時 30 分
～ 3 時 30 分

　離乳食教室（初期） 　平成 19 年 12 月 15 日～
　平成 20 年 1 月 14 日生まれの子    6 月　3 日 ㈫ 午後 1 時 45 分

～ 2 時 申し込みが必要です。

　思春期こころの相談 　小・中学生、高校生、またはその
　家族など    6 月　9 日 ㈪ 午前 9 時 30 分

～ 11 時 30 分
心理士、保健師がお受けします。
申し込みが必要です。

子どもの行事 ※場所は保健センター

おとなの行事 ※場所は保健センター

ママ･パパ教室（1コース）

※受付時間は、教室開始時間の15分前からになります

場　　所　保健センター、VIVAぎょうだ（第2回のみ）　
対　　象　・初めてお母さんになる方とその家族（特に第4回
　　　　　　　はお父さんになる方の参加をお待ちしています）

　　　　　・行田市に住民票のある方
費　　用　200円（第2回の調理実習のみ）
持 ち 物　母子健康手帳、筆記用具　
　　　　　  ※第2回調理実習時はエプロン・ハンドタオル・バンダ
　　　　　　  ナまたは三角巾・スリッパを用意してください。

申し込み　母子健康手帳交付時にお渡しした参加申込書（は
　　　　　がき）を郵送、または電話で保健センターへ。

回 日　　時 内　　容

１
5 月 27 日（火）

午後 1 時 30 分～ 4 時

オリエンテーション
妊娠と分娩のお話
グループワーク

２
6 月　5 日（木）

午前 10 時～午後 2 時 30 分

ママと赤ちゃんの栄養
ママのための調理実習

妊娠中の歯の健康

３
６月 12 日（木）

午後 1 時 30 分～ 4 時

妊娠中と産後の生活
赤ちゃんの保育
先輩ママの話

４
7 月　3 日（木）

午後 1 時 30 分～ 4 時

子どもの成長と育児
沐浴実習

パパの妊婦体験
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ
法律（予約制）

市役所
  5月27日㈫   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政   5月19日㈪、6月2日㈪   午後1時30分〜3時30分

結婚
  6月6日㈮　

  午前9時30分〜11時30分
男女共同参画推進センター   5月18日㈰、6月15日㈰

消費生活 市役所   5月15日㈭・19日㈪・22日㈭・26日㈪・29日㈭
  6月2日㈪・5日㈭・9日㈪・12日㈭   午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   5月16日㈮・23日㈮・30日㈮　　　

  6月6日㈮・13日㈮   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
「VIVAぎょうだ」☎556-9301

内職 市役所   5月16日㈮・20日㈫・23日㈮・27日㈫・30日㈮
  6月3日㈫・6日㈮・10日㈫・13日㈮　   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   6月4日㈬   午前10時〜午後3時 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   5月20日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付
水道庁舎（前谷）

  6月1日㈰　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付   5月20日㈫・26日㈪・27日㈫
  6月3日㈫・10日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （5月15日〜6月15日）

【
事
例
１
】　
（
40
代
男
性
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
コ
ー
ト
を
買
っ
た
。
き
つ
い
の
が

嫌
い
な
の
で
Ｌ
Ｌ
サ
イ
ズ
を
申
し
込
ん
だ
ら
大
き
過
ぎ
た
の
で
、

返
品
交
換
を
申
し
込
ん
だ
が
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
事
例
２
】　
（
20
代
男
性
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
が
、
家
で
セ
ッ

ト
し
て
見
た
ら
画
像
が
期
待
し
て
い
た
の
と
は
違
っ
て
き
れ
い

で
は
な
か
っ
た
の
で
、
返
品
と
返
金
を
申
し
出
た
ら
断
ら
れ
た
。

【
事
例
３
】　
（
40
代
男
性
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
外
国
製
の
家
具
を
契
約
し
、
代
金

を
振
り
込
ん
だ
が
納
品
さ
れ
な
か
っ
た
。
何
度
か
メ
ー
ル
の
や

り
と
り
を
し
た
後
、
返
金
の
約
束
を
取
り
付
け
た
が
、
実
行
し

て
く
れ
な
い
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
家
な
ど
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
珍
し
い
も

の
や
欲
し
い
も
の
が
簡
単
に
手
に
入
る
の
は
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す
。
し
か
し
、
ト
ラ
ブ

ル
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
例
１
や
事
例
２
は
、
返
品
や
交
換
を
申
し
出
た
の
に
、

シ
ョ
ッ
プ
側
が
応
じ
て
く
れ
な
い
と
い
う
例
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

の
モ
ニ
タ
ー
上
で
見
る
商
品
見
本
と
実
物
と
の
印
象
が
異
な
る

こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
サ
イ
ト
に
『
返
品
不
可
』
の
表

示
が
あ
り
、
画
面
上
で
購
入
確
認
を
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
受
注

確
認
の
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
ま
ま
異
を
唱

え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
商
品
自
体
に
不
具
合
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
返
品
で
き
ま
せ
ん
。
返
品
不
可
の
表
示
が
な
く
、
消
費

者
が
返
品
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
場
合
に
は
、
返
品
が
可
能
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

事
例
３
は
、
入
金
し
た
の
に
品
物
が
届
か
な
い
と
い
う
ト
ラ

ブ
ル
の
例
で
す
。
入
金
後
、
事
業
者
と
連
絡
が
と
れ
な
く
な
っ

た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。
事
業
者
に
悪
意
が
な
く
て
も
、
資

金
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
納
品
が
滞
っ
た
り
、
倒
産
し
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
交
渉
し
て

返
金
を
受
け
よ
う
と
し
て
も
、非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
う
と
き
に
は
、
そ
の
事
業
者
と
の
取
引

の
信
頼
性
と
危
険
性
を
常
に
意
識
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
上
手
に
利
用
す
る
た
め
、

次
の
点
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
初
め
て
利
用
す
る
シ
ョ
ッ
プ
で
、
最
初
か
ら
高
額
な
買
い
物

を
し
な
い
（
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
出
店
し
て
い
て
、
モ
ー
ル
自
体
に
補
償
制
度
が
あ
る
場

合
に
は
、
適
用
条
件
を
よ
く
確
認
す
る
）。

②
シ
ョ
ッ
プ
の
商
号
、
代
表
者
、
所
在
地
、
担
当
者
、
連
絡
先

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
だ
け
で
な
く
電
話
番
号
も
）
が
分
か
り

や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。ま
た
、そ
の
シ
ョ
ッ

プ
に
関
す
る
情
報
を
必
ず
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、
信
頼
性
を
判

断
す
る
。

③
慌
て
て
注
文
し
な
い
（
限
定
○
台
と
い
う
広
告
に
惑
わ
さ
れ

な
い
）。
疑
問
点
は
事
前
に
必
ず
問
い
合
わ
せ
る
（
問
い
合

わ
せ
へ
の
対
応
状
況
も
事
業
者
を
判
断
す
る
材
料
に
な
る
）。

④
支
払
方
法
を
複
数
用
意
し
て
い
る
か
確
認
す
る
（
カ
ー
ド
の

支
払
い
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
信
販
会
社
が
加
盟

店
契
約
を
し
て
い
る
）。

⑤
商
品
の
内
容
、
代
金
の
支
払
方
法
、
商
品
の
配
達
方
法
と

そ
の
金
額
、
返
品
・
交
換
の
可
否
や
条
件
を
必
ず
確
認
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
を
表
示
す
る
画
面
は
必
ず
保
存
し
て
お
く
。

⑥
商
品
が
到
着
し
た
ら
す
ぐ
に
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
違
う
も

の
や
壊
れ
た
商
品
が
届
い
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
シ
ョ
ッ
プ
へ

連
絡
す
る
。

　

困
っ
た
り
不
安
に
思
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
近
く

の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０
４
８―

７

　

３
４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

くらしの 番情報110
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
上
手
に
利
用
す
る
に
は
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一
般
書

・
図
説
聖
書
考
古
学
旧
約
編
（
杉
本
智
俊
）

・
個
人
デ
ー
タ
保
護
（
名
和
小
太
郎
）

・
昆
虫
楽
園
（
澤
口
た
ま
み
）

・
が
ん
が
転
移
・
再
発
し
た
と
き
す
ぐ
に
知
り
た　

　

い
Ｑ
＆
Ａ
（
矢
沢
サ
イ
エ
ン
ス
オ
フ
ィ
ス
編
）

　

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
保
存
期
限
の
過

ぎ
た
古
い
雑
誌
を
希
望
者
に
無
償
配
布
し
ま
す
。
当

日
の
状
況
に
よ
っ
て
予
定
時
刻
よ
り
も
早
く
終
了
す

る
場
合
や
冊
数
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
18
日
㈰ 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
場
所　

図
書
館

▼
日
時　

５
月
21
日
㈬ 

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

２
、
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容　

お
は
な
し
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
図
書
館
職
員
が
行
こ
な
い
ま
す　

▼
日
時　

５
月
24
日
㈯ 

午
前
11
時
～
正
午

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

６
月
７
日
㈯ 

午
後
２
時
～
３
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

６
月
14
日
㈯ 

午
後
２
時
～

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

▼
日
時　

５
月
17
日
㈯ 
午
後
２
時
～

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

あ
ら
ら
小
さ
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
、
な
く
な

っ
た
ぼ
う
し
、
ド
ッ
キ
リ
い
ち
ご
と
り
、
ハ
チ
ャ
メ

チ
ャ
ペ
ン
キ
ぬ
り
、
こ
ん
に
ち
は
森
の
女
の
子
、
子

ウ
サ
ギ
い
た
ず
ら
作
戦
（
「
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん

１
」
か
ら
）
（
計
60
分
）　

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
無
料

　

赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
絵
本
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

５
月
20
日
㈫
、
６
月
６
日
㈮ 

午
後
１
時

受
付
開
始（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者　

▼
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

　

５
月
７
日
㈬
・
12
日
㈪
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、
６

月
２
日
㈪
・
３
日
㈫
・
９
日
㈪

＊
休
館
中
の
本
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利　

用
く
だ
さ
い
。

開館時間　午前９時３０分〜午後７時

子 
ど 
も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

新
着
図
書

・
新
幹
線
「
徹
底
追
究
」
謎
と
不
思
議
（
梅
原
淳
）

・
亡
者
の
銭
（
澤
田
ふ
じ
子
）

・
ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
の
夢
（
乃
南
ア
サ
）

・
鼓
笛
隊
の
襲
来
（
三
崎
亜
紀
）

児
童
書　

・
つ
ぐ
み
通
り
の
ト
ー
ベ（
ビ
ル
イ
ッ
ト
・
ロ
ン
）

・
な
か
な
お
り
（
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
）

・
花
ざ
か
り
の
家
の
魔
女
（
河
原
潤
子
）

・
わ
た
し
の
す
き
な
お
と
う
さ
ん（
北
川
チ
ハ
ル
）

・
ぼ
く
た
ち
の
し
あ
わ
せ
の
王
子
（
清
水
千
恵
）

※
目
の
不
自
由
な
方
へ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お
願
い
し
、
「
埼
玉
の
三

偉
人
」
な
ど
の
録
音
図
書
（
90
分
テ
ー
プ
で
34
本
）

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

所
蔵
テ
ー
プ
の
ほ
か
、
他
の
自
治
体
と
の
相
互
貸
借

で
借
り
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
対
面
朗
読
（
予
約
が
必
要
）
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

6
月
10
日
（火）

北
河
原
小

5
月
21
日
（水）

須
加
小

5
月
28
日
（水）

北
　

小

6
月
4
日
（水）

星
宮
小

6
月
11
日
（水）

荒
木
小

5
月
29
日
（木）

泉
　

小

5
月
15
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

5
月
23
日
（金）

埼
玉
小

5
月
30
日
（金）

太
田
西
小

6
月
6
日
（金）

太
田
東
小

5
月
16
日
（金）

南
河
原
小

お 

は 

な 

し 

会

※変更となる場合があります。

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

図書館からのおすすめ本図書館からのおすすめ本
◎読み聞かせのボランティアをはじめたい方、児童書に
　興味のある方へ

　物語が生きる力を育てる
　（脇明子著　岩波書店　2008年発行）
　〈内容〉絵本から本格的な物語に移行する時期にふさ
　　　　　わしい読み物は…。昔話の力、耳から聞くこ
　　　　　とのすばらしさ、熟読の重要性について書か
　　　　　れています。
　だれでもできるブックトーク
　「読みきかせ」から「ひとり読み」へ
　（村上淳子編著　国土社　2008年発行）
　〈内容〉小学校低学年・中学年・高学年に分け、テー
　　　　　マ別に「ブックトーク」の実践例を紹介。

◎子どもたちへ

　ベスとアンガス
　（マージョリー・フラック作、えまさきるりこ訳　
　　アリス館　2007年発行）
　〈内容〉ベスは、はずかしがりやで、こわがりや…エ
　　　　　アデール・テリア犬らしくない子犬です。ア
　　　　　ンガスと出会ったベスの成長を描いた絵本。
　〈対象〉４、５歳から
　花になった子どもたち
　（ジャネット・テーラー・ライル作
　　市川里美画　田賀京子訳　福音館　2007年発行）
　〈内容〉母を亡くし、心を閉ざした姉妹が、おばの家
　　　　　に預けられ、庭を通じ人との関係を築き成長
　　　　　していく姿を描いた作品。
　〈対象〉小学校中学年から
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過去最多の参加者が駆け抜けた
鉄剣マラソン大会

　４月６日、古代蓮の里をスタートし、桜が
満開に咲き誇るさきたま古墳公園などを駆け
抜ける第24回行田市鉄剣マラソン大会が開
催されました。
　谷川真理さんがスペシャルゲストとして４
年連続の出場となった今大会は過去最多の
３，６３９人が参加し、ハーフ、10km、５
km、3.4km、１km、ジョキングの各種目

に分かれて力走し
ました。春の日差
しを浴びながら完
走した参加者の多
くが、充実した表
情を浮かべていま
した。

　４月20日、満願寺境内で野村ささら獅子舞保
存会（田島三千雄会長）によるささら獅子舞演舞
が行われました。
　後継者不足のため平成13年から休演していま
したが、このたび満願寺聖天堂の改築に合わせて
７年ぶりに上演されました。地元に伝わる獅子舞
を後世に残していたきいと、新たに会員が加わり
１月から練習に励んできたという同会。軽快な笛
や唄に合わせて勇壮な舞が披露され、集まった観
客を魅了していました。

ささら獅子舞が７年ぶりに上演

　第１回大川杯ハンマー投大会が４月５・６日に
熊谷スポーツ文化公園投てき場で開催されまし
た。これは、オリンピック金メダリストの室伏広
治選手をはじめ、多くの名選手を発掘・指導して
きた大川守夫さん（長野・70歳）に、技術や情
熱を伝授してもらおうと埼玉陸上競技協会が主催
したもので全国から選手たちが集まりました。
　競技会に続き、翌日の練習会では、室伏広治選
手の父の重信さんが来賓として出席。大川さんは
室伏さんとともに、次代のオリンピック選手を育
成しようと、全国から集まった選手たちに熱心に
アドバイスをしていました。

次代のオリンピック選手を育成

行田市は空手道の競技会場地です。
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満開の桜を愛
め

でながら

　桜が見ごろを迎えた４月５日、水城公園市民
広場で桜ボンボリまつりが開催されました。
　行田大茶会では、春の陽気に誘われて訪れた
人々が満開の桜を愛でながら、振る舞われたお
茶や和菓子を味わっていました。また、輪投げ、
風船つり、フリーマーケットなどが行われ、多
くの人出でにぎわいました。

　全国から選び抜かれた空手道選手が集まった「はま
なす杯第２回全国中学生空手道選抜大会」が３月28
～30日に北海道北広島市総合体育館で行われました。
この大会の２年の部女子組手で見事第３位に入賞した
白根実香さんが、４月16日に工藤市長を訪問し、入
賞を報告しました。
　第１回大会でも、第３位に輝いた実力の持ち主の白
根さん。今大会でも、１１１人の並み居る強豪がひし
めく中での上位入賞となったことで、喜びいっぱいの
報告をしてくれました。

空手道全国大会第３位に喜びいっぱい

日本の伝統文化に拍手喝
かっさい

采

　３月22日、商工センターで（財）行田市産業・
文化・スポーツいきいき財団主催の邦楽邦舞の
つどいが催されました。
　ステージでは日本舞踊や長唄が演じられ、来
場者は盛んに拍手を送っていました。また、こ
の日は着物などでおめかしをした伝統文化子ど
も教室の生徒たちがかわいらしい舞などを披
露。保護者らはわが子の晴れ舞台を熱心にカメ
ラに収めていました。

　３月30日、環境ボランティア団体「思いやり社会を目指
しヒトツバタゴを植樹する会」が「ヒトツバタゴ（通称・な
んじゃもんじゃ）」を総合公園内に植樹しました。
　まるで雪が積もったように輝いて咲くヒトツバタゴの植樹
には、子供たちが思いやりの心を持って輝く未来を拓いて
いって欲しいとの願いが込められています。同会では、今後
も地域社会に貢献していきたいと県内の公共施設などに植樹
を行っていくとのことです。

思いやりの心をはぐくむ「ヒトツバタゴ」を植樹

「彩夏到来08埼玉総体」



　

美
し
い
歌
声
は
、

聴
く
人
を
温
か
い

気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
そ
ん

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

響
か
せ
、
歌
う
こ

と
を
楽
し
ん
で

い
る
サ
ー
ク
ル
が
、

「
み
ど
る
コ
ー
ラ

ス
倶
楽
部
」
で
す
。

同
倶
楽
部
は
平
成

８
年
に
発
足
し
、

持
田
公
民
館
で
第
２
・
４
金
曜
日
の
午
前
10
時

～
11
時
30
分
に
28
人
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
合
唱
祭
や
公
民
館
主
催

の
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
発
表
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
季
節
に
ち
な
ん
だ
曲
や
唱
歌
な
ど

を
練
習
し
て
い
ま
す
。
指
導
者
の
中
野
と
志
子

さ
ん
が
弾
く
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
声
高
ら
か
に

歌
う
皆
さ
ん
。
言
葉
を
は
っ
き
り

発
声
し
、
内
容
を
理
解
し
よ
う
と

心
掛
け
て
歌
う
こ
と
で
、
気
持
ち

の
こ
も
っ
た
表
情
豊
か
な
合
唱
に

な
る
そ
う
で
す
。

　

歌
う
こ
と
が
大
好
き
だ
と
い
う

方
の
集
ま
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

歌
を
通
じ
て
す
ぐ
に
打
ち
解
け

て
親
し
く
な
れ
る
そ
う
で
す
。
そ

れ
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
り

出
す
秘ひ

訣け
つ

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
声
を
出
し
て
歌
う
こ
と
が
楽
し

20

い
」「
１
時
間
の
練
習
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
る
」「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
歌
い
続
け

た
い
」
な
ど
と
笑
顔
で
話
す
皆
さ
ん
か
ら
、
活

動
の
時
間
が
と
て
も
有
意
義
で
充
実
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
今
後
は
、
少
し
背
伸
び
を
し
て
“
組
曲
”

な
ど
の
難
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
も
挑
戦
し
て
い
き

た
い
。
厚
み
の
あ
る
合
唱
に
す
る
た
め
女
性
は

も
ち
ろ
ん
、
男
性
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
い
仲
間

を
増
や
し
た
い
」
と
話
す
中
野
さ
ん
。
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
皆
さ
ん
と
歌
声

を
重
ね
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

根
岸
美
枝
☎
５
５
６―

０
５
３
８

　このコーナーに登場していただける
方・団体・作品を募集しています。また、
俳句コーナーへの掲載募集は毎月５日ま
でに広報広聴課へご応募ください。なお、
応募いただいた作品は必ず掲載できるわ
けではありませんのでご了承ください。
　行田市本丸２―５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当まで（内線３１８）

広
場〜表情豊かな歌声を響かせて〜

みどるコーラス倶
ク

楽
ラ

部
ブ

向
町　
　

斉
藤　

敏
行

水
温
み
返
事
の
弾
む
厨

く
り
や
つ
ま妻

緑
町　
　

鈴
木
喜
久
女

記
念
樹
に
触
れ
て
ゆ
き
た
る
卒そ

つ
ぎ
ょ
う
し

業
子

行
田　
　

松
村　

照
子

も
の
の
芽
の
競
い
し
ご
と
く
そ
こ
こ
こ
に

白
川
戸 　

鈴
木　

都
子

水
仙
の
香
り
の
中
に
受
診
待
つ

荒
木　
　

小
林　

康
男

村
の
児
等
な
ほ
減
り
ゆ
く
も
鳥
交さ

か

る

下
須
戸 　

増
田
ヒ
デ
子

俳
友
の
ふ
い
に
来
た
れ
り
春
の
風

下
忍　
　

島
崎　

も
登

春
雨
や
今
日
の
幸
せ
折
り
た
た
む

堤
根　
　

柴
田　

忠
二

目
に
涙
鼻
は
く
し
ゃ
み
の
花
粉
か
な

城
西　
　

橋
本
ま
さ
子

自
ず
か
ら
御ご

詠え

歌か

唱と
な

う
彼
岸
か
な

持
田　
　

太
田　

保
夫

早
春
や
駱ら

く
だ駝

色
な
る
利
根
の
土
手

壱
里
山
町  

大
竹　

祐
子

父
母
の
墓
ご
無
沙
汰
を
し
て
馬あ

し

び
酔
木
咲
く

私
の
作
品

俳
句
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写
真
館
で
紹
介
し
た
「
第
１
回
大
川
杯
ハ
ン

マ
ー
投
大
会
」。
こ
の
大
会
の
高
校
男
子
の
部

で
見
事
優
勝
し
た
の
が
須
加
幸
生
さ
ん
で
す
。

　

中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し

て
い
た
須
加
さ
ん
は
、国
際
・
全
日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
競
技
選
手
権
の
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
日
本

記
録
を
樹
立
し
た
経
験
を
持
つ
栗
原
先
生
に
誘

わ
れ
、
２
年
生
の
と
き
に
砲
丸
投
げ
を
は
じ

め
た
そ
う
で
す
。「
学
校
に
は
陸
上
部
が
な
く
、

先
生
か
ら
個
人
指
導
を
受
け
て
練
習
し
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
出
場
し
た
新
人
戦
で
は
、
大
会

前
日
に
投
げ
方
を
変
え
て
練
習
し
た
ら
記
録
が

伸
び
、
結
果
３
位
に
入
賞
し
県
大
会
で
は
決
勝

へ
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
短
期
間
に

実
力
を
つ
け
た
須
加
さ
ん
は
、
翌
年
の
県
大
会

で
も
決
勝
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

中
学
で
の
大
会
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
後
、
先

生
か
ら
ハ
ン
マ
ー
を
借
り
て
練
習
を
し
た
と
こ

ろ
、
た
っ
た
一
度
で
そ
の
魅
力
を
感
じ
た
そ
う

で
す
。「
先
生
の
勧
め
で
、
中
学
３
年
の
夏
休

み
に
進
修
館
高
等
学
校
へ
毎
日
通
い
、
ハ
ン

マ
ー
投
げ
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
で
迷
う
こ
と
な
く
同
校
に
進
学
し

ま
し
た
。
日
々
の
走
り
こ
み
や
筋
力
づ
く
り
、

先
輩
た
ち
と
競
い
合
っ
た
練
習
や
陸
上
部
顧
問

の
八
鍬
先
生
に
よ
る
的
確
な
指
導
の
お
か
げ
で
、

１
年
生
の
３
月
に
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
記

録
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
は
、

佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
須
加
さ
ん
は
、

今
年
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、
沖
縄
県
に

い
る
ラ
イ
バ
ル
に
勝
っ
て
優
勝
を
狙
う
と
意
気

込
み
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
の
実
力
を
持
つ
須
加

さ
ん
は
、
全
国
か
ら
指
折
り
の
選
手
が
集
結
し

行
わ
れ
た
大
川
杯
ハ
ン
マ
ー
投
大
会
で
も
57
ｍ

93
㎝
の
記
録
を
出
し
優
勝
し
ま
し
た
。「
大
会

翌
日
の
練
習
会
で
、
室
伏
重
信
さ
ん
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
将
来

は
室
伏
選
手
の
よ
う
な
世
界
で
戦
え
る
選
手
に

な
り
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
る
須
加
さ
ん
は
、

今
日
も
よ
り
遠
く
へ
ハ
ン
マ
ー
を
投
げ
続
け
て

い
ま
す
。

世
界
で
戦
え
る
選
手
を
目
指
し
て

須
加　

幸
生 

さ
ん
（
須
加
・
17
歳
）

矢
場　
　

鈴
木
か
づ
の

朝
市
に
買
ふ
草
餅
の
濃
か
り
け
り

旭
町　
　

大
川　

和
子

河か
わ
づ津
桜
見
し
夢
の
中
亡つ

ま夫
と
い
て

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
平成 19年 7月生まれのお子さんを募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 5月 30 日㈮です。
抽選会は6月3日㈫の午後1時30分市役所203会議室

江
森　

胡う

た太
ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
康
文
さ
ん  

母
・
美
貴
さ
ん

平
成
19
年
５
月
16
日
生
ま
れ

「
胡
太
君
は
、
音
色
と
歌
が
大
好
き
」

丑
久
保  

美み

わ和
ち
ゃ
ん（
須
加
）

父
・
修
大
さ
ん  

母
・
直
子
さ
ん

平
成
19
年
５
月
２
日
生
ま
れ

「
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
！
」

早
坂　

明あ
か
り莉

ち
ゃ
ん（
中
江
袋
）

父
・
英
之
さ
ん  

母
・
祐
子
さ
ん

平
成
19
年
５
月
20
日
生
ま
れ

「
明
る
く
元
気
よ
く
育
っ
て
ね
♡
」

坂
本　

葵き
い
つ一

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
一
三
さ
ん  

母
・
元
美
さ
ん

平
成
19
年
５
月
４
日
生
ま
れ

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
！
」

『
す
す
き
の
秋
』（
陶
芸
）

吉
野　

清
一
（
南
河
原
）

庄
司　

雄ゆ
う
し
ゅ
ん春ち

ゃ
ん（
城
西
）

父
・
和
也
さ
ん  

母
・
琴
美
さ
ん

平
成
19
年
５
月
５
日
生
ま
れ

「
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！
」

「はじめまして」にパソコンや携帯電話から応募ができるようになりました
詳しくは、市ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp/kouhou/hajimemashite/index.html（パソコンから）
または、http://www.city.gyoda.lg.jp/i/koho/hajimemashite.html（携帯電話から）をご覧ください。



▼
日
時　

５
月
27
日
㈫
午
前
９
時
～ 

▼
場
所　

郷
土
博
物
館
玄
関
前　

▼

配
布
す
る
菊
苗　

厚
物
、
管
物
３
千

本　

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

（
内
線
３
８
２
）

【
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
）

業
務
】

▼
期
間　

６
月
23
日
㈪
～
７
月
31
日

㈭　

▼
時
間　

午
前
７
時
～
９
時 

▼
業
務
内
容　

観
光
案
内
お
よ
び
電

話
対
応
な
ど　

▼
時
給　

８
３
０
円 

▼
募
集
人
員　

３
人

【
古
代
蓮
の
里
観
光
案
内
業
務
】

▼
期
間　

６
月
23
日
㈪
～
７
月
31
日

㈭　

▼
時
間　

午
前
８
時
～
正
午 

▼
業
務
内
容　

観
光
案
内
お
よ
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど　

▼
時
給 

８
３
０
円　

▼
募
集
人
員　

３
人

▼
申
し
込
み　

市
販
の
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
５
月
23
日
㈮
ま
で
に
商
工

観
光
課
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
選
考
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

商

工
観
光
課
（
内
線
３
８
２
）

　

市
で
は
、
大
学
な
ど
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
鋳
物
製
品
づ
く
り
」
や

「
竹
細
工
教
室
」
な
ど
７
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
第
１
回
は
、「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
づ
く

り
」
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
21
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学 

▼
対
象　

市
内
の
小
学
生
（
保
護
者

同
伴
可
） 

▼
募
集
人
数　

50
人　

▼

費
用　

５
０
０
円　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

も
の
つ
く
り
大
学
☎

５
６
４―

３
８
１
９

　

市
内
中
心
部
に
あ
る
16
棟
の
足
袋

蔵
な
ど
で
２
日
間
に
わ
た
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
（
作
品
展
示
・
販
売
、

演
奏
会
、
遊
び
体
験
な
ど
）
を
同
時

開
催
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
行

田
の
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま

し
ょ
う
。
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
や
人
力

車
も
登
場
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
18
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
ス
タ
ー
ト
は
忠
次
郎

蔵
※
雨
天
決
行　

▼
参
加
費　

大

人
２
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円

※
足
袋
と
く
ら
し
の
博
物
館
の
入

館
料
は
無
料　

▼
そ
の
他　

１
日

ま
た
は
２
日
間
の
参
加
も
可
。
当

日
着
物
で
参
加
の
方
は
「
Ｍ
ｙ
足

袋
づ
く
り
体
験
」
１
千
円
割
引
券

プ
レ
ゼ
ン
ト
。 

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
０
９
０

―
８
７
２
６―

４
９
６
２

▼
日
時　

５
月
24
日
㈯
午
後
２
時
30

分
～
４
時
30
分　

▼
場
所　

忠
次
郎

蔵　

▼
定
員　

18
人
（
先
着
順
） 

▼

参
加
費　

１
千
円　

▼
指
導
者　

藤

間
良
夫
さ
ん　

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル　

▼
主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

火
～
土
曜
日
の
午
後
１
時

～
３
時
に
忠
次
郎
蔵
☎
５
５
２―

１
０
１
０
へ

▼
日
時　

６
月
28
日
㈯
午
後
５
時

開
場　

▼
場
所　

ア
ド
バ
ン
テ
ス

ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
行
田　

▼
内
容 

夕
食
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
（
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
日
本
の
音
楽
な

ど
を
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
、
ソ
プ
ラ

ノ
、
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
プ
で
演
奏
し
ま

す
） 

▼
入
場
料　

４
千
円　

▼
前
売

り
チ
ケ
ッ
ト　

茂も

美み

の
湯
フ
ロ
ン
ト 

▼
主
催　

行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会 

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
、
同
協
会
後
援
会　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
協
会
事
務
局
☎
５
５
４―

４
０
０
５
ま
た
は
同
協
会
後
援
会
事

務
局
☎
５
５
９―

４
６
１
１

▼
日
時　

５
月
31
日
㈯
～
６
月
１
日

㈰　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容　

さ
つ
き

の
展
示
と
年
間
管
理
指
導
な
ど　

▼

入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

峰
川

宅
☎
５
５
７―

２
６
８
２
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市
の
花
・
菊
苗
の
無
料
配
布

 

行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会

　
　

 

第
12
回
定
期
演
奏
会

 

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

行
田
市
民

「
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
」
①

 

忍
城
盆
樹
会

　
　
　
　

 

春
花
季
展

第
４
回
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き

―

蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
０
８―

 
手
打
ち
そ
ば
教
室

　
　
　
（
初
級
コ
ー
ス
）

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１



■2008.５.１  ■行田市役所／TEL556-1111

▼
日
時　

６
月
21
日
㈯
午
後
４

時
40
分
～
５
時
40
分　

▼
場
所 

ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ
ア
（
持
田

２
７
９
２
） 

▼
演
題　

人
生
の
心
得

―

父
安
岡
正
篤
に
学
ぶ―
　

▼
講
師 

安
岡
正
泰
さ
ん
（
㈶
郷
学
研
修
所
・

安
岡
正
篤
記
念
館
理
事
長
）　

▼
定

員　

50
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
無
料 

▼
主
催　

㈶
忍
郷
友
会　

▼
後
援 

行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
商
工
会

議
所
ほ
か　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

㈶
忍
郷
友
会
☎
５
５
６―

９
０
０
０
（
火
・
金
曜
日
の
み
）
Ｆ
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安
岡
正ま

さ
ひ
ろ篤
の
人
間
学
に
学
ぶ

　
　
「
人
生
の
心
得
」
講
演
会

Ａ
Ｘ
５
５
６―

９
０
０
７
ま
た
は
渡

邉
株
式
会
社
☎
５
５
６―

３
１
４
８

（
月
～
金
曜
日
）

▼
日
時　

６
月
14
日
㈯
～
12
月
20
日

㈯
（
全
18
回
）
午
前
９
時
～
正
午 

▼
場
所　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
ほ
か 

▼
内
容　

日
本
舞
踊
の
実
技
指
導
お

よ
び
邦
楽
の
体
験　

▼
対
象　

小
・

中
学
生　

▼
定
員　

40
人　

▼
参
加

費　

月
額
１
千
円　

▼
そ
の
他　

浴

衣
・
帯
・
足
袋
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。（
貸
出
し
用
の
着
物
あ
り
。
た

だ
し
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
は
自
己

負
担
） 

▼
申
し
込
み　

５
月
24
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時
に
忍
・
行
田

公
民
館
２
階
会
議
室
に
て　

▼
問

い
合
わ
せ　

西
川
宅
☎
５
５
６―

３
２
４
５
ま
た
は
青
柳
宅
（
夜
間
の

み
）
☎
５
５
４―

５
１
１
７

▼
日
時　

６
月
14
日
～
７
月
12
日

の
毎
週
土
曜
日
（
全
５
回
）
午
後

７
時
～
８
時
15
分　

▼
場
所　

行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場　

▼
対
象　

小
学
生
以
上　

▼
費
用 

中
学
生
以
下
１
千
円
、
高
校
生
以
上

２
千
円
（
保
険
・
資
料
含
む
） 

▼
そ

の
他　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
持
参
。
運
動

し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

▼
主
催　

行
田
市
少
林
寺
拳

法
連
盟　

▼
申
し
込
み　

５
月
31
日

㈯
、
６
月
７
日
㈯
午
後
７
時
～
８
時

に
参
加
費
を
添
え
て
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場
へ 

▼
問
い
合

わ
せ　

同
連
盟
島
田
宅
☎
５
８
８

―

４
６
９
４
ま
た
は
☎
０
９
０―

４
６
６
５―

０
９
０
１

▼
日
時　

６
月
15
日
㈰
午
前
６
時
市

民
体
育
館
跡
地
駐
車
場
集
合
・
出
発 

▼
行
程　

行
田―

地
蔵
峠―

湯
の

丸
山―

烏
帽
子
岳―

地
蔵
峠―

行

田
（
行
き
帰
り
バ
ス
利
用
） 

▼
歩
行

時
間　

約
４
時
間　

▼
費
用　

３
千

円
（
乗
り
物
代
、傷
害
保
険
料
な
ど
） 

▼
定
員　

60
人　

▼
服
装　

長
ズ
ボ

ン
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
帽
子
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、
ザ
ッ
ク
な
ど
歩

き
や
す
い
服
装　

▼
持
ち
物　

弁

当
、
水
筒
、
雨
具
（
カ
ッ
パ
な
ど
）、

替
え
靴
下
・
下
着
な
ど　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

行
田
山
の
会
河

田
宅
☎
５
５
４―

３
４
５
０

 

伝
統
文
化
日
本
舞
踊

　
　
　
　

 

こ
ど
も
教
室

 

少
林
寺
拳
法
教
室

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

 

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
と
展
望
の

　
　
　

湯
の
丸
山
・
烏
帽
子
岳

『関ヶ原合戦図屏風と武具』展
　市指定文化財の関ヶ原合戦図屏風をはじめ、館蔵の武
器・武具類や徳川家康・伊達政宗らの書状を展示します。

和田竜
りょう

さん講演会の上映
　３月２日に開催された『のぼうの城』の作者和田竜さ
んの講演会の模様を上映します（ＤＶＤで随時ご覧にな
れます）。

▶期　　間　ともに６月８日 ( 日 ) まで（５月５日を除く
月曜日および５月７日･23 日は休館）
▶場　　所　郷土博物館
▶問い合わせ　同館☎５５４―５９１１

　親子で一緒に体を動かしたり、オリジナル洗濯ばさみ
ボード作りに挑戦したりします。親子ですてきな思い出
作りをしてみませんか。
▶日　　時　５月 29 日 ( 木 ) 午前 10 時～正午
▶場　　所　「ＶＩＶＡぎょうだ」学習室
▶講　　師　渡辺幸子さん
▶対　　象　市内在住の未就園児とその保護者
▶定　　員　親子 25 組（先着順）
▶参 加 費　無料
▶持参するもの　サインペン・クレヨンなどの筆記具、
お子さんの飲み物
▶申し込み　５月８日(木)～22日(木)に電話、ＦＡＸ、
Ｅメールのいずれかの方法で同センターへ
▶問い合わせ　男女共同参画推進センター「ＶＩＶ
Ａぎょうだ」☎５５６―９３０１、ＦＡＸ５５６―
９３１０、Ｅメール viva@city.gyoda.lg.jp

郷土博物館　春の催し物

親子で楽しく！  かんたん体操＆工作



▼
勤
務
場
所　

古
代
蓮
会
館
お
よ

び
古
代
蓮
の
里
売
店　

▼
勤
務

期
間　

６
月
中
旬
～
８
月
中
旬

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
（
勤
務

日
数
な
ど
応
相
談
） 

▼
勤
務
時
間 

【
古
代
蓮
会
館
】
午
前
７
時
～
正

午　
【
売
店
】
午
前
７
時
～
９
時

お
よ
び
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分　

▼
業
務
内
容　

受
付
、案
内
、

商
品
販
売
な
ど
の
接
客
業
務　

▼

応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
方
で
、

土
・
日
勤
務
が
可
能
な
方　

▼
募

集
人
員　

７
人　

▼
時
給　

午
前

７
時
～
９
時
は
９
０
０
円
、
午
前

９
時
以
降
は
７
２
０
円　

▼
申
し

込
み　

５
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話

連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
古
代
蓮
会
館
へ
。

　

全
国
で
大
人
気
の
「
し
ま
じ
ろ

う
劇
場
公
演
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
２
日
㈯【
１
回
目
】

午
前
11
時
開
演　
【
２
回
目
】
午

後
２
時
30
分
開
演　

▼
場
所　

産

業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
入
場
料 

全
席
指
定
１
千
５
０
０
円
（
３
歳

未
満
は
無
料
、
た
だ
し
席
が
必

要
な
場
合
は
有
料
） 

▼
前
売
り
開

始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

５
月

25
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
産
業
文
化

会
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て

発
売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日
午

前
９
時
～
）

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html
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行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,４２１人　　男４３,５３２人　　女４３,８８９人　　世帯数３２,１２１世帯
（平成２０年４月１日現在）　  ３月中の異動　出生５２人　転入等３００人　死亡８４人　転出等４５２人

▼
日
時　

６
月
５
日
㈭
午
前
10
時

～
11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分

～
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」 

▼
内
容　

子
育
て
中

の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児
つ
き
） 

▼
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
持

つ
父
母 

▼
定
員　

30
人　

▼
会
費 

１
０
０
円　

▼
主
催　

行
田
市
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会　

▼
後
援 

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

７
日
㈬
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

５
月
15
日
㈭
、
６
月
12

日
㈭　

各
日
と
も
【
１
回
目
】
午

前
10
時
～
10
時
50
分
【
２
回
目
】

午
前
11
時
～
11
時
50
分　

▼
場
所 

中
央
公
民
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室 

▼
内
容　

手
遊
び
、
歌
、
ダ
ン
ス
、

読
み
聞
か
せ
、
ク
ラ
フ
ト
を
通
し
て

親
子
で
英
語
遊
び
を
す
る　

▼
講
師 

森
山
香
織
さ
ん
（J-shine

小
学

校
英
語
指
導
資
格
認
定
者
） 

▼
対
象 

２
歳
く
ら
い
～
未
就
園
児
と
母
親 

▼
定
員　

各
20
組　

▼
費
用　

１
回

一
組
１
千
円
（
兄
弟
の
追
加
は
プ
ラ

ス
２
０
０
円
） 

▼
持
ち
物　

上
履
き 

 

子
育
て
談
話
室

　
　
　
　

た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　

し
ま
じ
ろ
う
と

　
　
　
　

ゆ
う
え
ん
ち
へ
い
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

劇
場
版

古
代
蓮
の
里
（
蓮
の
開
花
期
間
）

ス
タ
ッ
フ
募
集

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

須
田

宅
☎
５
５
７―

１
５
９
３

▼
日
時　

５
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～ 

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
周
辺
お
よ

び
水
城
公
園　

▼
内
容　

さ
い
た
ま

の
美う

味ま

い
も
の
大
集
合
、
ジ
ャ
ン
ボ

フ
ラ
ッ
グ
＆
ま
が
た
ま
づ
く
り
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、こ
ど
も
職
業
体
験
、

ス
マ
イ
ル
ス
テ
ー
ジ
ほ
か　

▼
そ
の

他　
「
夜
回
り
先
生
」
こ
と
水
谷
修

さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
産
業
文
化

会
館
で
午
後
１
時
30
分
か
ら
行
い
ま

す
。
※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す 

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
行
田
青
年
会
議

所
事
務
局
☎
５
５
６―
４
１
１
５

▼
川
柳
テ
ー
マ　

世
界
遺
産
運
動
に

関
わ
る
こ
と
、
お
せ
っ
か
い
に
関
わ

る
こ
と　

▼
締
め
切
り　

５
月
14
日

㈬　

▼
応
募
方
法　

㈳
行
田
青
年
会

議
所
事
務
局
（
商
工
セ
ン
タ
ー
２

階
）
に
あ
る
応
募
用
紙
で
応
募
の
こ

と　

▼
そ
の
他　

優
秀
作
品
に
は
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

▼
問
い
合

わ
せ　

同
会
議
所 

行
田
の
魂
（
こ

こ
ろ
）
醸
成
委
員
会
山
岸
☎
０
９
０

―

２
３
０
８―

６
６
６
３

 

親
子
英
語
キ
ュ
ー
ピ
ー
ズ

ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
in 

行
田

ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
in 
行
田

　
　
　
　
　

 

川
柳
大
会
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▼
日
時　

５
月
24
日
㈯
午
前
８
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分
※
雨
天

の
場
合
は
５
月
25
日
㈰　

▼
場
所 

総
合
公
園
自
由
広
場　

▼
内
容 

各
学
年
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
別
（
３

～
４
チ
ー
ム
）
の
リ
ー
グ
戦
と
し
、

各
チ
ー
ム
２
試
合
の
親
善
試
合
を

行
い
ま
す
。 

▼
対
象　

市
内
の

小
学
３
年
生
～
６
年
生　

▼
そ
の

他　

ル
ー
ル
の
一
部
変
更
が
あ
り
、

正
選
手
最
大
12
人
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。 

▼
申
し
込
み　

申
込
書
は
、

各
小
学
校
お
よ
び
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
で
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
４

時
～
５
時　

▼
場
所　

市
民
プ
ー

ル　

▼
内
容　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ

ワ
ー
（
水
圧
・
浮
力
・
抵
抗
・
水
温
）

を
利
用
し
個
人
の
体
力
に
合
っ
た

効
果
的
な
運
動
を
楽
し
く
行
い
健

康
維
持
に
努
め
ま
す
。
ま
た
流
行

の
種
目
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
随
所
に
取
り
入
れ
ダ
イ
エ
ッ

ト
効
果
お
よ
び
癒
し
効
果
を
得

ま
す
。 

▼
対
象　

成
人　

▼
月

▼
日
時　

６
月
16
日
㈪
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　

県
立
行
田
養
護
学

校　

▼
内
容　

学
校
概
要
説
明
、
授

業
見
学
な
ど　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

５
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
校
教
頭
鈴
木

ま
で
。
☎
５
５
４
ー
３
３
０
２　

Ｆ

Ａ
Ｘ
５
５
０
ー
１
０
５
５

▼
日
時　

６
月
13
日
㈮
午
前
９
時

15
分
～
正
午　

▼
場
所　

県
立
熊

谷
養
護
学
校
（
熊
谷
市
川
原
明
戸

６
０
５
） 

▼
公
開
内
容　

就
学
に
つ

い
て
の
相
談
、
授
業
や
給
食
の
様

子
、
施
設
設
備
な
ど　

▼
そ
の
他 

授
業
公
開
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
①
５
月
27
日
㈫
、
②
７
月
３
日

㈭
、
③
10
月
１
日
㈬
、
④
11
月
27
日

㈭
、
⑤
平
成
21
年
２
月
20
日
㈮
（
午

前
10
時
～
正
午
）
※
各
回
と
も
公
開

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

６
月
６
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
の
こ
と
）
で
同
校
へ
。

☎
５
３
２―

３
６
８
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
３
０―

１
０
８
９

会
費　

２
千
円　

▼
申
し
込
み 

市
民
プ
ー
ル
に
て
随
時
受
け
付

け
（
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
電
話
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
）
※
電
話
予
約
可

▼
日
時　

毎
週
土
曜
日　

午
前
11

時
10
分
～
午
後
０
時
10
分　

▼

場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ 

▼
内
容　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
は
体
の

中
心
と
な
る
コ
ア（
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ

ス
ル
）
を
鍛
え
、
正
し
い
姿
勢
と

美
し
く
し
な
や
か
な
体
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
肩
こ
り
緩
和
、

腰
痛
改
善
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。 

▼
対
象　

成
人　

▼
月
会
費 

３
千
円　

▼
申
し
込
み　

行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
随
時
受
け

付
け
（
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
電
話
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
）
※
電
話
予
約
可

▼
日
時　

５
月
10
日
㈯
～
25
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
入

場
は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所 

産
業
文
化
会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

▼
内
容　

行
田
市
書
道
人

25
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県
立
行
田
養
護
学
校

　
　
　
　
　

学
校
公
開

 

県
立
熊
谷
養
護
学
校

　
　
　
　
　

学
校
公
開

行
田
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

～
小
学
生
ふ
れ
あ
い
親
善
試
合
～

固定資産税・都市計画税・・１期　　　
軽自動車税・・・・・・・・全期　　　納期限・・・・・６月２日（月）

今月の納税

連
盟
会
員
の
作
品　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

６
月
14
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室　

▼
内
容　

水
辺
の

風
景
を
園
芸
植
物
で
再
現
し
な
が

ら
、
涼
し
さ
を
演
出
す
る
新
し
い

寄
せ
植
え
で
す
。
※
若
干
変
更
の

場
合
あ
り　

▼
講
師　

テ
ク
ノ
・

ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
関
係
者 

▼
対
象　

成
人　

▼
定
員　

30
人

（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

３
千
円

（
保
険
料
・
材
料
代
） 

▼
申
し
込

み　

５
月
17
日
㈯
午
後
２
時
か
ら

同
館
窓
口
に
て
受
け
付
け

　

古
代
蓮
会
館
で
は
、
世
界
の
名

作
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ
や
、「
海
辺

の
生
き
物
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
な
ど
の

子
供
た
ち
の
学
習
に
役
立
つ
作
品

の
上
映
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
上
映
日　

毎
週
土
・
日
曜
日
、

祝
日
（
会
館
の
都
合
に
よ
り
上
映

し
な
い
日
も
あ
り
ま
す
）　

▼
そ

の
他　

入
館
料
（
大
人
４
０
０
円
・

小
人
２
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

会
員
募
集

ピ
ラ
テ
ィ
ス
会
員
募
集

　
　
　

 

第
13
回
彩
夏
書
展

ビ
オ
ト
ー
プ
風
寄
せ
植
え

ア
ニ
メ
上
映
会　



　

天
満
の
新
町
通
り
沿
い
に
、
大
き
な
白
壁
の
土
蔵

が
建
っ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が

今
回
ご
紹
介
す
る
奥
貫
家
土
蔵
（
奥
貫
蔵
）
で
す
。

　

間
口
９
間
、
奥
行
３
間
、
２
階
建
の
こ
の
蔵
は
、

寶ほ
う

來ら
い

足
袋
な
ど
の
商
標
で
知
ら
れ
た
奥
貫
忠
吉
商
店

が
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
に
建
て
た
と
伝

え
ら
れ
る
足
袋
の
製
品
倉
庫
（
足
袋
蔵
）
で
す
。
こ

の
重
厚
な
土
蔵
を
建
て
た
奥
貫
賢
一
郎
は
、
行
田
で

下げ

駄た

屋
を
営
ん
で
い
た
奥
貫
忠
吉
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
に
11
歳
で
東
京
日

本
橋
の
輸
入
織
物
問
屋
へ
奉
公
に
出
ま
し
た
。
こ
こ

で
賢
一
郎
は
努
力
を
重
ね
、
小
僧
か
ら
番
頭
へ
と
出

世
し
ま
し
た
が
、
21
歳

に
な
っ
た
あ
る
日
、
日

本
橋
に
あ
る
得
意
先
の

商
店
が
、
行
田
の
足
袋

を
北
海
道
へ
出
荷
し
て

い
る
の
を
見
て
帰
郷
し
、

奥
貫
忠
吉
商
店
を
創
業
、

足
袋
商
人
へ
と
転
身
し

ま
し
た
。

　

賢
一
郎
は
当
時
、
行

田
の
足
袋
商
人
の
多
く

は
遠
方
と
の
取
引
が
少

な
く
、
販
路
が
狭
い
こ

と
に
気
付
い
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
北
海
道
な

ど
遠
方
に
自
ら
が
積
極

的
に
赴
い
て
得
意
先
を

開
拓
し
、
問
屋
を
通
さ
ず
に
足
袋
を
直
売
す
る
方
法

で
利
益
を
上
げ
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　

賢
一
郎
の
ね
ら
い
は
的
中
し
、
わ
ず
か
数
年
で
北

海
道
か
ら
三
陸
沿
岸
の
広
い
地
域
で
、
数
多
く
の
得

意
先
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
日
露

戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
戦
争
景
気
で
財
を

成
し
、
足
袋
工
場
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
商

品
倉
庫
と
し
て
こ
の
蔵
を
建
設
し
た
の
で
す
。

　

後
に
賢
一
郎
は
、「
商
人
は
決
し
て
い
ば
っ
て
は

な
ら
ぬ
、
そ
し
て
（
自
分
が
物
を
買
う
際
に
は
）
買

い
手
の
方
か
ら
物
の
値
段
を
口
に
す
る
も
の
で
は
な

い
」
と
成
功
の
秘ひ

訣け
つ

を
語
っ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
腰
を
低
く
し

て
相
手
の
出
方
を
見
て
商
機
を
逃

さ
な
い
、
そ
の
よ
う
に
し
て
業
界

の
雄
と
な
っ
た
賢
一
郎
の
成
功
の

証
と
も
言
え
る
の
が
こ
の
蔵
な
の

で
す
。

　

残
念
な
が
ら
足
袋
産
業
が
衰
退

し
、
こ
の
蔵
も
使
わ
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
主
催
の
「
蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」（
22
ペ
ー
ジ
参
照
）
が

行
わ
れ
る
時
に
は
、
蔵
で
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
蔵
を
訪
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

　一年中出回っているキャベツですが、みずみずしく柔らかい春キャベツは生で
食べるのが一番です。ビタミンＣを豊富に含み、大きめの葉２～３枚で一日の必
要量を摂取することができます。胃潰

かいよう

瘍や十二指腸潰瘍の予防に効果のあるビタ
ミンＵ（キャベジン）も含まれています。ビタミンＵは胃壁の粘膜を丈夫にし、油
による胃もたれを防いで、炎症や潰瘍を予防する働きがあります。

材料（２人分）
キャベツ…200g　かいわれ大根…１／２パック　豚ひき肉…100g　サラダ
油…大さじ１　ねぎ…20g　にんにく・しょうが（みじん切り）…小さじ２　
Ａ【水…大さじ４　みそ…大さじ１　砂糖…小さじ１／２　酒・しょう油…各
小さじ２】　水とき片栗粉…片栗粉・水各小さじ１　ごま油…小さじ１　酢…
大さじ１

作り方
①キャベツは２cm 幅くらいの短冊切りにし器に盛る。かいわれ大根は根元

を落とし、上にのせる。ねぎ・にんにく・しょうがをみじん切りにする。
②フライパンにサラダ油を入れ、ねぎ・にんにく・しょうがを炒め、ひき

肉を加え、色が変わったらＡを入れて７～８分煮る。
③水とき片栗粉でとろみをつけ、ごま油と酢をかける。あつあつを野菜に

かけて出来上がり。

… 胃 腸 に 優 し い キ ャ ベ ツ …
キャベツの肉みそかけ

栄養成分（１人分）
エネルギー 211kcal　たんぱく質11.8g　脂質14.1g 
炭水化物 8.7g　塩分 1.4g　ビタミンＣ 45mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成20年 5月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
　　　　　携 帯 サ イ ト http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

奥
貫
家
土
蔵
（
奥
貫
蔵
）

170

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産

3

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています
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